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取巧説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所に保証書と 
とちに大切に保管してください。 
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DVD ホームシアター 
早わかりガイド 


機能と接続 


スピーカーの設定をずる 


音楽/映画を鑑賞をずる 


U モコンを使ラ 


その他 


主な特長 _ 

■ドルビー*デジタル、ドルビーデジタル EX、 ドルビープ□□ジックIIサラウンド再生可能 

■ DTS**、DTS-ES Discrete 巨.1、 DTS-ES Matrix 巨.1、 DTS Neo: 巨サラウンド再生可能 

■ MPEG-2 AAC 再生可能 

■再生風 J 離の広帯測ヒり OHz 〜 lOOkHz) を契見する技術 WRAT (Wide Range Anp 怖 er Technology) 
■信号とノイズ領域との近接を回避して聴感上の S/N を向上させるオプティマム-ゲイン- 
ボリューム回路 

■ ダウンミックスによるフ□ント L/R チヤンネルのダイナミックレンジの減少や、 S/N 劣化を防ぐ技術 
「ノン-スケーリング-コンフィグレーシヨン」採用の回路 

■ DVD-Audio プレーヤーなどへの拡張性を実現する已 .1 チヤンネル入力端子装備 

■高音域び強調された劇場用サウンドを家庭で適切なバランスに補正する「シネマフィルター 
(CinemaFILTER) 」 

■ ル音量でもサラウンドを楽しめる「レイト•ナイト （LATE NIGHT ) 」機能 

■ D4/ コンポーネント映像入力端子2系統、出力端子1系統 

■ S 映像入力端子5系統/出力端子2系統 

■デジタル入力端子として光2系統、同軸1系統、デジタル出力端子として光1系統 
■モニターを見なび！5、初期設定や各種設定が簡単に行えるオンスクリーンディスプレイ （OSD) 機 
能 

■ 他機の操作および短縮操作を可能にするラーニング&プリプ□グラムド、マク□機能搭載のリモコン 
付属 

* ドルビーラボラトI」ーズ占、6の実施権に基づさ製造されています。 

ドルビー、 Dolby、Pro Lo 留 C あびダブル□記号は、ドルビーラボラト U— ズの商標です。 

林 本機はデジタル-シアター-システムズ社か5のライセンスに基づさ製造されています。 

"□TS"、"DTS-ES Extended Surround " および " Neo: 已"は、デジタル•シアター•システムズ社の商標です。 

.AAC パテントマーキング 

Pat. 己.848,391己.291,已己7 5,451,954 巳400 433 己.22吕,189 已,3巳7.己94 5 752 225 

己394,473 己.巳 83. 9巨2 己274,740 己巨33.981 己297 236 4,914.701 己.23己,已71 

07/日40.己已〇 已.己7日.430 08/白 78. 6已巨 98/03037 97/0287己 97/02874 98/0303白 

己2吕7,788 5,285,498 巳,481,巨14 巳,已92,己84 已 .78 1,888 08/039.478 08/211,已47 

己703,999 08/已己7,04已 08/S 94.844 巳,299,238 己.吕99.239 巳,2日9,240 已 .197. 087 

己490,170 己,2已4,846 己268,白8已 己37已,189 已，巳 S1, 已已4 己已 4S, 己74 己,717,821 
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カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後のアルファべットは、製品名の色を表す記号です。 
色は異なってを操作ち法は同じです。 
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オンキヨー製テープデッキを操作する . 

オンキヨー製 CD プレーヤーを操作する . 

オンキヨー製 MD レコーダーを操作ずる . 

オンキヨー製 DVD プレーヤーを操作する . 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器をま全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


絵表巧 I しついて 

この「取扱説明書」および製品の表示では、製品をま全に正しくお使いいただき、あなたや化の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意ははなのよラになってい 
ます。内容をよく理解してから本文をお読みください。 



絵表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 

図の中に具体的なミ主意内容（を図の場合は感電を意）び描かれています。 



S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 


© 

〇 


♦記号は行為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください) 
び描かれています。 
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才ーディオ機器の正しい使いかた 


電源プラグをコンセン 
卜か 5 巧いてください 



故障したままの使用はしない 


万一、煙び出ている、をなにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、义 
災•感電の原因となります。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグを 
コンセントから巧いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

• 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでくだい。内部には電圧の高い部分びあ 
り、感電の原因となります。内部の点検•整備•修理は販売店に依頼して<ださ 

分解禁止 し、。 

• 本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 




100 viu がの電圧で使用しない 


0 


本機を使用でさるのは曰本国内のみです。 

表示された電源電圧（交流100ボルト）し U 外の電圧や船舶などの直流 （DC) 電源 
には絶対に接続しないでください。火災-感電の原因となります。 


放熱を巧げない 


0 


本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこもり、义災 
の原因となることびあります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあ 
ります。なの点に気をつけてご使用ください。 

本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

本機を、専用ラックムツ外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使 
用しないでください。 

テーブルク□スをかけたり、じゅラたん、布団の上に置いて使用しないでくださ 
し、。 

本機を設置する場合は、壁から lOcmli (上の間隔をおいてください。また、放熱を 
よくするために、他の機器との間は、少し離して置いてください。ラックなどに入 
れるとさは、機器の天面から 2cm じ(上、背面から 10cm じ(上のすをまをあけてくだ 
さい。内部に熱びこもり、火災の原因となりまず。 


■ 水のかかるところに置かない 


(§) 

0 


7 j < 場での使巧禁止 


水めれ禁止 


風呂場では使用しないでください。火災-感電の原因となります。 


本機は屋内専用に設計されています。めらさないよラにごを意ください。内部に水 
び入ると、火災•感電の原因となります。 


水の入った容器を置かない 


0 


本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな 
金属物を置かないで<ださい。こぼれて中に入った場合、义災•感電の原因となり 
よ9 〇 


箱を開けた S 、 
まず 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A 警告 


■ 中に物を入れない 

0 


• 本機の通風孔などから金属類や燃えやすいをのを差し込んだり、落とし込んだりし 
ないでください。火災•感電の原因となりまず。特におモ様のいるご家庭ではごま 
意 < ださい。 


■ 中に水や異物び入った5- 

A© 

電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください 


• 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから巧いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


• 電源コードび傷んだら（お線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼 < ださい。 
そのまま使用すると火災-感電の原因となりまず。 


0 


• 電源コードの上に重いをのをのせたり、コードび本機の下敷にならないよラにして 
ください。コードに傷びついて、义災.感電の原因となりまず。コードの上を敷物 
などで覆うことにより、それに気付かず、重い物をのせてしまラことびありまず。 
• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、弓Iっ張ったり、加熱し 
たりしないでください。〕ードび破損して、火災-感電の原因となります。 


■ 電源コンセントには才ーデイオ機器むが接続しない 


0 


• 本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表おされた定格し U 内でご使用く 
ださい。表おされた定格!;!上の機器やへヤードライヤー、電気こたつなどの電熱器 
具、オーブン-レンジなどの調理器具は絶対に接続しないでください。义災-感電 
の原因となりまず。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


電源プラグをコンセン 
卜か6巧いてください 


• 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、そのまま 
使用しないでください。乂災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントか 
ら抜き、必ず販売店にご相談ください。 


■ 雷び鳴 りだしたら 、機器に触れない 



• 雷び鳴りだしたら、電源プラグには軸れないでください。感電の原因となります。 


■ 乾電池を充電しない 

0 


• 乾電池は充電しないでください。電池の破裂やあをれにより、义災、けびの原因と 
なりまず。 
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才ーディオ機器の正しい使いかた 


設置上のま意 


0 


A 注意 


強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

本機の上に他のオーディオ機器を載せたまま移動しないで<ださい。倒れたり落下して、けびの 
原因となることびあります。 

本機の上に1 Ok 目しソ上の重い物や外粋からはみ出るような大きなものを置かないでください。バ 
ランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびあります。 


■ 巧のような場所に置かない- 

0 «調理台や加湿器のそばなどミ由煙や湯気び当たるような場所に置かないでください。乂災-感電の 
原因となることびあります。 

• 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災•感電の原因となることびあります。 


接続について 


A 


本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説明書 
をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを 
使用してください。指を!;!外のコードを使用したり〕ードを延長したりすると、発熱し、やけど 
の原因となることびありまず。 


使用上のま意 


0 


長時間音び歪んだ状態で使わないで < ださい。アンプ、スピーカー等び発熱し、义災の原因とな 
ることびあります。 

へッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないよラにごミ主意ください。耳を刺激するよ 
ラな大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

本機に柔ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様にはごま意ください。倒れた 
り、こねれたりして、けびの原因となることびあります。 


電源〕ード、電源プラグの注意- 

• 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、义災•感電の原因となる 

0 ことびありまず。 

• めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることびありまず。 

• 電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張らないでください。コードび傷つさ、义災.感電 
の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜いてください。 

• 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、乂巧の原因となることびあります。 


を) 


電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


旅行などで長期間、本機をご使用にならないとさは、ま全のためおず電源プラグをコンセントか 
ら抜いてください。火災の原因となることびあります。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、おず電源プラグをコンセントから抜を、機器間の接続 
コードなど外部の接続コードをがしてから行ってください。コードび傷つき、火災.感電の原因 
となることびあります。 


箱を開けた S 、 
まず 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A 江后、 


■ 電池について 

A 


• 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス+とマイナスーの向を）にを意し、表お通り 
に入れてください。間違えると電ミ也の破裂、液をれにより、义災、けびや周囲を巧損する原因と 
なることびありまず。 


0 


• 指定し U 外の電池は使用しないでください。また、新しい電ミ也と古い電池を混せ'て使用しないでく 
ださい。電池の破裂、あちれにより火災、けびや周囲のミち損の原因となることびあります。 

• 電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液をれによ 
り、义災、けびの原因となることびあります。 


■ スピーカーコードについて 


0 


• スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。义 
災-感電の原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 


© 


• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから巧いて行ってください。感電の原因と 
なることびありまず。 


電源プラグをコンセン 
卜占、5巧いてください 


A 


• 使用環境にもよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧めします。をよりの販売店にご 
相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと义災や故障の原因となることびあり 
まず。特に湿気のを<なる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につ 
し)ても販売店にごネ目談ください。 

• 電源プラグにほこりびたまると自然発义（トラッキング現象）を起こすことび知られています。 
年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 

〇 


• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげたり変形す 
ることびあります。 


• 表面のちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭を取ったあと、乾いた巧で拭い 
て < ださい。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のミ主意書さなどをお読みください。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽を、時間と場所によっては気になるをのでず。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホ 
ンをご使用になるのち一つのち法でず。 

お互いにむを配り、快い生ま環境を守りましよラ。 
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付属品を確認ずる 


本機にし U 下の付属品び含まれているかどうかをお認してください。 
() 内の数字は個数を表します。 




取扱説明書…（本書 1) 
照正書…川 


リモコン （RC-4S0M ) … （1) 
乾電ミ也（を云型）… （2) 


スピーカーケープル用 
ラベル… （1) 


リモコンを準備ずる 


乾電池を入れる 


リモコンを使うには 


1. カバーを矢印のち向にず S してあける 

2. 中の極性表示にしたがって、付属の乾電池2個を +( プ 
ラス）と一(マイナス）を間違えないように入れる 

3. カバーを 戻ず 





種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しな 
いで < ださい。 

長期間 U モコンを使用しないとさは、電ミ也の液漏れを防 
ぐために竜ミ也を取り出しておいてください。 

寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐をに 
より1」モコンをいためることびあります。 U モコン操作 
の反応び悪くなったとさは、ただちにちい電池を取り出 
して2本とも新しい電池と交換してください。 

電ミ也の交換時には、単3型をご使用ください。 


1」モコンは本機の1」モコン受光部に向けて操作してくださ 
し、 U モコンからの信号を受信すると、本機の STANDBY 
インジケーターび点灯します。 



U モコン受光部に直射日光やインバーター壁光ななどの 
強い光を当てないでください。 

赤外線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコン 
を併用すると誤動作の原因となります。 

U モコンの上に本など、をのを置かないでください。ボ 
タンび押し続けられた状態になり、電池び消耗してしま 
ラことびあります。 

オーディオラックのドアに色付さガラスを使っている 
と、 U モコンび正常に機能しないことびあります。 

1」モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作で 
さません。 


箱を開けた6、 
まず 
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DVD ホームシアター早 わかりガイド 


お手持ちの DVD プレーヤー、テレビ、スピーカーを使ってホームシアターを簡単にお楽しみいただくための早わかりガイドです。 
他の機器を接続ずる場合や操作、設定について詳しくは、14ページ(降をご覧ください。 


接続に必要なもの 


接続コード類は、各機器に付属または巿版のものをご使用ください。また、お手持ちの機器によっては異なる場合びありまず 
ので、各機器に付属の取扱説明書も併せてご覧ください。 


]〇 〇〇 


DVD プレーヤー 




テレビ 



ビデオ用 S ビデオケーブル 

ピンコード 



コンポーネント D 端子接続コード 
ビデオコード 


* 映像端子接続コードについて 

お手持ちの DVD プレーヤーやテレビの 
映像端子の形状にあったコードいずれか 
1種類を巧意します。 

このとき、たとえば本機と DVD プレー 
ヤーを S ビデオ端子で接続した場合は本 
機とテレビを S ビデオ端子で接続する、 
といラよラに必ず同じ種類の端子で接続 
して < ださい。 


映像端子接続コード* 



スピーカー システム 



スピーカーコード 



スピーカー ケーブル 用 ラベル 
(使いかたについては2己 
ページをご覧ください） 



サブウーファー オーディオ用ピンコード 


接続のしかた 


接続する前に 

-電源コードは、すべての接続び終わるまでコンセントに差し込まないでください。 
-コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでください。 


1. を スピーカーの 位置をミ夫め、本機と スピーカーを 接続する 

理想的な配置については、ち図をご覧ください。 

2. 本機とテレビを接続ずる 

3. 本機と DVD プレーヤーを接続ずる 



1テレビまたはスク U - ン 
2ちフ □ン トス ピーカー 
3ヴプウーファー 
4 センタースピーカー 
已ちフ □ン トス ピーカー 
巨ちサラウンド スピーカー 
7ちサラウンド スピーカー 
8サラウンド K ック 
スピーカー 

9 U スニングポジション 
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s ビデオ入力* 


アンプ内蔵 
サブウーファ- 


© I 




ち 

サラウンド 

スピーカー 


サラウンドバック 
スピーカー 


© 


© 


左 

サラウンド 

スピーカー 


© 


© 


DVD プレーヤー、テレビとの接続 

詳しくは20、21、23ページをご覧くださし、。 


お知5せ 


□ VD プレーヤーのデジタル出力を接続するとさは、本機の日 PT に AL 1端子に接続してください。日 PT に AL 2端子や、同軸 
ケーブルで C 日 AXIAL 端子に接続する場含は、入カソースに割り当てられているデジタル入力を変更する必要があります。 

([Digital Input 」 （デジタル入力）知40ぺージ ）） 


コンポーネン 
ビデオ出力*2 



D 出力* 2 


デジタルオーディオ 
出力 （OPTICAL) 


DVD プ レーャー 



ビデオ出力 


S ビデオ出力 >2 


*1 テレビと本機を、いずれかで接続しまず。 

*2 DVD プレーヤーと本機を、いずれかで接続しまず。 


スピーカーシステムの接続 

左ちフ□ント、センター、左ちサラウンド、サラウンドバック、サブウーファーの7本のスピーカーを接続すると 6.1 ch 再生 
がでさます。サラウンドバックスピーカーを接続しないとさは、巳. Ich 再生になります。 

詳しくは26ページをご覧ください。 




ち 

フ□ント 


センター 


!1 

1! 

スピーカ ー A 

e 旷 

スピーカー 

nr 


左 

フ□ント 
スピーカー A 



y 目 


ONKVO 

AV AMPLIFIER 

TX.SA 600 


DVD ホームシアター早 わかりガイ ド 


mu 

心^ 

i 獄感 I 
"©◎一 
器玄 iojn 

.◎◎琴 

‘"©變 

匿"©© 


一" ◎© 
巧 ◎◎ 



DVD すームシアタ I 
早わかりガイド 
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DVD ホームシアター早 わかりガイド 


DVD 再生の手順 


操作する前に 

-本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れて、他の機器の動作に影響を与えることびあります。コンピューター等 
の精密機器とは別系統のコンセントにつないでください。 

. 本機は主電源スイッチ （ POWER ) を入 （— ON ) の状態で工場を出荷されますので、最初に電源コードのプラグをコンセ 

スタンバイ 

ントに差しこむと STANDBY インジケーターび点口し、下記の手順2と同じ状態になります。 


2. 3. 4. 




[] 内の数字は詳しく説明してあるページでず。 

1. 電源コードを壁のコンセントに接続ずるに 8] 

2. POWER スイッチを巧して主電源を入れるに 8] 

スタン K イ オン オン 

3. 本機の STANDBY / ON ボタン（またはリモコンの ON ボ 
タン）を巧して、電源を入れるに 8] 

4. 表示部にスピーカ ー A のインジケーター(回）が点なし 
ていることを確認ずる [33] 

点灯していない場合は、本体の SPEAKERS A もしくは 

スピーカーズ 

U モコンの SP A ボタンを押して点灯させてください。 


瓦入力切り換えボタンの DVD を巧ず 


6. DVD プレーヤーの再生を始める 

マスター ボI」 ユーム 

7. 本機の MASTER VOLUME つまみ、またはリモコンの 
VOL ▲/ ▼ボタンで音量を調節ずる。 

MASTER VOLUME つまみをちに回すと音量が上がり、 
左に回すと下がります。 V 日 L ▲ ボタンを押ずと音量が上 
がり、▼ボタンを巧すと下がります。 


お知5せ 


スピーカーコンフイグ スピーカー デイスタンス 

より効果的にサラウンド音声をお楽しみいただくには、スピーカー設定 （「Speaker Confi 旨 」、 [Speaker Distance 」 、 

レベルキャリブレーション 

「Level Calibration 」） をする必要があります。理想的な配置でスピーカーを設置できない場合や、スピーカーの性能にばら 
つきがある場合は、スピーカーの設定が重要になります。 

2目〜32ページをご覧になり、各スピーカーの音量バランスを調整して<ださい。 
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DVD ホームシアター早 わかりガイド 


リモコンでできる主な操作 


[] 内の数字は詳しく説明してあるページです。 


本機の電源を入/切（スタンバイ）する [28] 

ス U - プタイマーを使5 [16] 

押すたびに次の順で切り換わ 
ります。 

90分一 ►80-70 一已0一已 0- 
40-30-2。一 10一 解除 


才ーデイオ入力信号のフォーマツトを切り換 
える [33] 

押ずたびに次の順で切り換わります。 
Auto -> Multich -» Analog -> Auto ... 

マルチチヤンネルを楽しむ [3 引 

1. 入カソースを DVD にする 

才ーデイオ セレクタ ー 

2. AUDIO SELECTOR ボタンを巧して、 

マルチチヤンネル 

「 Multich 」 を選ぶ 

ダイレクトにリスニングモードを選ぶに 8] 


スピーカー A 、 スピーカー B をオン/オフずる 
[34] 



<y I ANGLE^ - ■subtitle! W~ 

TV/VCR, Q_level-Q 1 

( S )^ D > AO ) 

RANDOM ^ AUDIO ADJUST 

\ ® HE 。 四 貸/ 



© ■■■I' u I 古 t し c 

© ©贷砂 

• --J. - -j - 5 - 

〔PURE A) plAEC 可 ISTEREO) 

4 5 I 6 

CSU 円 Rj を ALLST^ I I DSP ^3~ 

7 s' 9 

し SPA) fsPB t に I 化 FLTR^ — 


r - 音量のバランス調壁をずる [32] 

テスト 

1. TEST ボタンを巧ず 

フ□ント左からテスト音び出まず。 

チヤンネルセレクタ- 

吕 .CH SEL で スピーカーを 還ぶ 

CH SEL ボタンを押すごとに、スピー 
力一び切り 換わります。 

左フ□ントーセンタ ー- ►ちフ□ントーち 
サラウンド^サラウンドバック^左サラ 
ウンド-サブウーファ ー- ►左フロント… 

レベル 

3. LEVEL A / ▼で音量を調壁ずる 

4. TEST ボタンを巧して終了ずる 

L - 音量を調壁する [33] 

-時的に音声をルさくずる [34] 


入カソースを切り換える [33] 



オンキヨーオリジナルのリスニングモードを順に 
還ぶ [38] 

シネマフイルターの効果を効かせる [39] 

表示部の明るさを変える 

巧すたびに次の順で切り換わります。 

やや暗い一日音い一通常 


オンキヨー製 DVD プレーヤーを本機のリモコンで操作する 



1. RI ケーブルで本機と DVD プレーヤーを接続ずる 

RI ケーブルはオンキヨー製 DVD プレーヤーに付属して 
いまず。詳しい接続のしかたについては、24ページをご 
覧ください。 

デイ-ブイデイ-モード 

吕 . DVD MODE ボタンを巧す 

式 DVD プレーヤーの電源を入れる 

4. DVD プレーヤーを操作する 

グレーのボタンび DV □プレーヤー操作用として使用でさ 
ます。さボタンの機能については、巳0ページをご覧くだ 

さい。 レシ_バ_ 

本機操作用に戻したし)場合は R 巳 VR 
しよ当0 


MODE ボタンを押 


DVD すームシアター 
早わかりガイド 
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各部の名称と働き 


ここでは、フロントパネルの操作ボタンおよび表示部について説明します。 


フ□ントパネル 


⑩⑩ 



フ□ントパネル表示部 


MUTING 表示 

S ユーティングびオンに 
スピーカー A / B 表示 なっているときに点滅し 
ご使用のスピーカー ます。 


リスニングモードまたは 
デジタル入カフォーマツト表示部 

ソースのフオー マツ トに応じて、いずれかの表示び点口 
します。また、 U スニングモードに応じていずれかの 



D に PLAY ボタンを押すと、 U スニングモードや 
入カソースのプ□グラムフオーマツトび表示されます。 
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SI _ EEP 表示 

ス U —プ機能使用時に 
点灯します。 














































































































フ□ントパネル 


詳しい説明は、 [] のページをご覧ください。 

Oj power スイッチ住電源）に引 

本機の主電源を入れまず。を電源び入ると、 STANDBY イ 
ンジケーターび点なしまず。 

© スタンバイ オン 

STANDBY/ON ボタンに 8] 

主電源が入っているとさに巧すと、電源がオンになり、表示 
部が点灯します。もラー度巧すと、本機をスタンバイ状態に 
します。スタンバイ状態では、表示部が消灯し、操作はでき 
ません。 

@ スピーカーズ 

SPEAKERS A/B ボタン [34] 

スピーカー A / 目をオン/オフしまず。 

© スタンバイ 

STANDBY インジケーター[9、 28] 

スタンバイ状態の時やリモコンからの信号を受信するたびに 
点灯します。 

© ディスプレイ 

D 旧 PLAY ボタンに 4] 

表示部の表示内容を切り換えます。 

DIMMER ボタン 

表示部の明るさを設定しまず。押ずたびになの順で切り換わ 
ります。やや暗い^暗い^通常 

. 表示部の明るさは U モコンの DIMMER ボタンでを調整で 
さます。 


W U スニングモードボタン [38] 

U スニングモードを選びます。 

DIRECT , STEREO 、 SURROUND は一度押すだけで U ス 
ニングモードを選べます。 DSP はオンキヨーオリジナルの 
U スニングモードを順に呼び出します。 

また、マルチチヤンネル入力時は、 D 旧 ECT ボタンを押す 
と、卜ーンコント□-ル機能びオフになり 、 SURROUND 
ボタンを押すと、トーンコントロール機能びオンになりま 
す。 [3 引 

表示部 


® 力ーソル （▲/▼/◄/►) ボタンに引 
▲/▼ボタンは、メニュー操作時に、力ーソル（反転された項 


目）を上下に移動します。 

◄/►ボタンは、メニュー操作時に、 ▲/ ▼ボタンで選択した値 
や項目を選択しまず。 

ENTER ボタン [29] 

こュー操作時、選択している項目の画面を表示しまず。 

© マスター ボリューム 

MASTER VOLUME つまみ [33] 

み■-=司^51 J — I — d 

音量は、 Min 、 1、2■••目8、9日、 Max の範囲で調整でさ 
す。 


•目8、9日、 Max の範囲で調整できま 


ビデオ インプット 

^5^ VIDEO 4 INPUT 端子に 3] 

ビデオカ ラやゲーム機器などを接続します。 

© ディーブイディービデオ テープ 

入力切り換えボタン （DVD、VIDEO 1〜4、 TAPE、 

チューナーシーディー 

TUNER、CD) [33] 

入カ ソースを 選びます。 

© オーディオ セレクター 

AUDIO SELECTOR ボタン [33] 

オーディオ入力信号の種類を選びまず。 

® ピュア オーディオ 

PURE AUDIO インジケーター 

Pure Audio 再生時に点灯しまず。 

@ ピュア オーディオ 

PURE AUDIOtK タン [38] 

リスこングモードに Pure Audio を選びます。 

妙 PHONES 端モ 

ステレオへッドホンを接続するための標準ステレオ端テで 
す。ヘッドホンプラグを挿入すると、左ちフ□ントスピー 
カーの音声びへッドホンに出力され、スピーカーからの音は 
出なくなります。このとき選べるリスニングモードは 
「 Direct 」 、 「 Stereo」 、 「Pure Audio 」 のみです。 
「 Direct」[Pure Audio 」 し义列のリスニングモードを逞ん 
でいるとをにへッドホンプラグを挿入すると、リスニング 
モードは自動的に 「 Stereo 」 になり、ヘッドホンプラグを 
抜くと、元の U スニングモードに戻ります。 


U モコン受光部旧] 


才ーデイオ アジャスト 

AUDIO ADJUST ボタン [44] 


音質調整や、 U スニングモードのバラメーター設定を行ラと 
さに使用します。 


W MENU ボタンに引 

ボタンを押すと、メニュー操作状態になりまず。表示部とテ 
レビ画面にメニュー項目び表示されます。メニュー操作状態 
で押すと、メニュー操作を終了します。 

够 RETU ち N ボタン [29] 

メニュー操作時に押すと、ひとつ前の画面に戻ります。メイ 
ンメニュー画面で押すと、メニュー操作を終了しまず。 


各部の名称と働き 
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各部の名称と働き 





U モコン 


① 


センド ラーン 

SEND/LEARN インジケーター 


信号送信時にホ<点灯します。また、 U モコンの電池 
の残りがかなくなると、ボタンを押したとさに点滅し 
ます。 


® ON ボタンに 8] 

本機の電源を入れまず。 

スタンバイ 

STANDBY ボタン 

本機をスタンノ くィ状態にします。 


⑤ SLEEP ボタン 

ス U —プ時間を設定します。 

一を時間経過をに自動的に本機の電源び切れるよラに 
設定できます。 SLEEP ボタンを]回押すと9□分後に 
本機の電源び切れます。その後、 SLEEP ボタンを1回 
押ずごとに本体の電源び切れるまでの時間び1 0分ずつ 
短くなります。ス U —プ機能び有効になっているとを 
に SLEEP ボタンを押すと、電源び切れるまでの時間び 
表示されます。表示時間び10分より短くなった時に 
SLEEP ボタンを押ずと、ス U —プ機能び解除されま 
す。 


④ MACRO 1、2ボタン[己 7] 

マク□機能の設定や実行時に巧します。 

如 MODE (モード切り換え）ボタン[33、4引 

操作する機器を選びまず。巧すと8秒間緑色に点灯し 
ます。また、ボタンを押したとさに現在還ばれている 
MODE ボタンび緑色に点なします。_ _ _ . 

本機を操作するとをは、はじめに RCVR MODE ボタン 
を押します。 


⑥ 


リターン 

RETURN ボタン [29] 

設定を確定し、 ] つ前の画面に戻りまず。 


© チャンネル 

CH*/= ボタン [48] 

チューナー操作時は、チューナーのプ U セットチャン 
ネルを選択します。 

ディスク 

DISC ぉ tt タン [49] 

CD プレヤー操作時、 CD チェンジャーのディスクを選 
択します。 


⑧ 


チャンネルセレクタ- 

CHSEL ボタンに剖 


レベル調整したい スピーカーを 選択します。 

トツフメニユー 

TOP MENU ボタン[已 0] 


DVD 操作時、メニューを表示しまず。 
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各部の名称と働き 


⑨ 




⑩ 

⑩ 


オーディオセレクター 

AUDIO SEL ボタンに 3] 

オーディオ入力信号の種類を選びまず。巧すたびに 
Auto 一 Multich (入カソースが DVD のときのみ）一 
Analo 旨と表示が切り換わりまず。 

F ィ-フイフイシ-ア-ル 

TVA / CR ボタン [51] 

TV や VCR の U モコン信号を記憶させるとさに使いま 
す。 

レベル 

し EVE し ▲/▼ tK タン [32] 

CH SEL ボタンで選択したスピーカーのレベルを調整 
します。 

アングル 

ANGLE ボタン[已 0] 

マルチアングル再生対応の DVD 操作時、カメラアング 
ルを選びます。 

サプタイトル 

SUBTITLE ボタン [50] 

DVD 操作時、 DVD ビデオの字幕言語を選びます。 

'ンーディーテープディーブイディーエムディー 

CD / TAPE / DVD / MD 操作ボタン [48] 

本機に R 鴨続したオンキヨー製品を操作しまず。 

インプット セレクター 

INPUT SELECTOR (入力切0換え）ボタン [33] 

入カソースを選びまず。 

V 已、 PHJtt タン 

本機では使用しません。 


⑩ 数字ボタン （1 〜9、+10、 0) [49、已 0] 

巧番などの数字を指定します。 


サラウンドオ-ルチヤンネルステレオ 

SURR、ALL ST 、 




ピュアオーディオ ダイレクト ステレオ 

PURE A . DIRECT 、 STEREO 、 

ディエスピ- 

DSP ボタン [38] 

リスこングモードを選びます。 

スビーカ ー A スビーカ ー B 

SPA 、 SPB ボタン [34] 

スピーカー A / 目をオン/オフします。 

シネマフィルター 

CINE FLTR ボタン [39] 

リスこングモード設定によって、 Cinema FILTER の 
オン/オフを切り換えます。 

映画館用に5キシングされた音声をホームシアターの 
スピーカーで再生すると、高音域が強調される傾向が 
あります。 CinemaFILTER は、高音域をホームシア 
ター音声用に補正します。 

ディスプレイ 

D 旧 PLAY ボタン [34] 

表示部の表示を切り換えます。 

デイマー 

DIMMER ボタン 

表示部の明るさを調整します。 3 段階の調整がでさま 
す。 

SETUP ボタン [29] 

表示部とテレビ画面にメこューを表示します 。また乂 


© 


ニューを終了します。 

▲/▼/◄/►、 ENTER ボタン [29] 

メニュー操作時、上下に押すと、力ーソル位置を上下に 
移動します。左ちに押ずと、設定項目び変更されます。 
ENTER ボタンを押ずと、なの項目に進みます。 


© 

⑩ 




ボ u ューム 

VOL A/y ボタン |；33] 

音量を調整します。 

テスト 

TEST ボタン [32] 

スピーカーの出カレベルを設定ずるとさに使用しま 
す。 LEVEL ▲/ ▼ボタン、 CH SEL ボタンと合わせて 
使用すれば、セットアップニューを使用せずにス 
ピーカーレベルを調節でさます。 

MENU ボタン[己 0] 

DVD を選んでいるとさは、 DVD のニューを表示し 
よ9 〇 

5ュー テイング 

MUTING ボタンに 4] 

音を一時的にルさくしまず。 

SEARCHJtt タン[已 0] 

DVD 操作時、再生したい部分を探します。 

ZONE 2ボタン 

本機では使用しません。 

ENTER ボタン [49] 

MD 操作時、選曲を確定しまず。 


機能と接続 
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接続ずる 


-接続する機器に付属の説明書ちおずお読み< ださい。 

-電源コードは、すべての接続び終わるまで接続しないで 
<ださい。 

-入力端テは、ホいコネクター （R の表示）をちチヤンネ 
ル、白いコネクター （L の表示）を左チヤンネル、黄色 
のコネクター(Vの表示）をビデオチヤンネルに接続し 
てください。 

-コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでくださ 
し、。接続が不完をでずと、雑音や動作不良の原因となり 
まず。 


p - 差し込み不完全 

口 ]] 11111= 



^奥まで差し込んでください 


. ビデオコード、才ーディオ用ピンコード類は、電源コー 
ドやスピーカーコードと一緒にまねないでください。音 
質や画質が悪くなることがありまず。 



化デジタル入力端テ/出力端モ 

光デジタル端子にはな護用 
キャップび取り付けられていま 
ず。接続時はこのキャップを取 
り外して、なくさないよラにな 
管してください。使用しない場 
合は、キャップを元どおりに取 
り付けてください。 


接続図では、接続コードを次のように示します。 


ち（白） 


ち（ホ） 


狐 




を 


才ーデイオ用ピンコード 
' Mnmi *- (RCA タイプ） 


ち 


Cr Cr 

与^^ HEEK 戸皿 

Cb \ / Cb 

d PT imi I y ィ 1111111「 I 

与^^ non ] ノ 、■皿 


コンポーネントビデオ 
コード 

( RCA タイプ） 


ビデオコード 
( RCA タイプ） 


S ビデオコード 


同軸デジタルケーブル 


-<D D 端子接続コード 


光デジタルケープル 


オーディオ機器を接続ずる [19] 


R I REMOTE CONTROL 端子 |：24] 


AC OUTLETS 
(電源 コンセント）に 4] 



SUBWOOFER PRE OUT ビデオ機器を接続ずるに〇] スピーカーを接続ずるに引 

端子に引 
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各機器の接続例 


ここでは本機に接続でをる機器の接続ち法について説明します。ここでの説明は一例です。各コネクターや端テの特性や各機 
器の特長を十分理解し、最適なち法で接続 してく ださい。 



オーディオ機器を接続する 


ここでは、本機にオーディオ機器を接続する例を説明しま 
す。本ページの図を参考にして接続してください。 

AUDIO IN/OUT 端モ 

アナログ音声の入出力端子です。1」アバネルには音声入力は 
7系統あり、音声出力は2系統あります。音声入出力端子の 
接続には、 RCA タイプのオーディオ用ピンコードび必要で 
ず。 

ビデオデッキなどのビデオ機器を接続する場合、オーディオ 
用ピンコードとビデオコードは同じ系統の端テ（たとえば 
VIDEO 3) に接続してください。 

DIGITAL INPUT/OUTPUT 端モ 

U アパネルには、デジタル入力端子として、同軸端子 
( COAXIAL ) び]つ、光端子 （ OPT に AL ) び2つありま 
す。これらの入力端テに、巳 D プレーヤー、 LD プレーヤー、 
□ VD プレーヤーなどのデジタルソース機器を接続します。 
デジタル出力端子 （ OPT に AL ) には、 MD レコーダー 、 CD 
レコーダー、 DAT などを接続しまず。 

1.CD プレーヤーの接続 （CD) 

RCA タイプのオーディオ用ピンコードを使って、 CD プレー 
ヤーの出力端子と本機の CD IN L / R 端テを接続します。左 
チャンネルを L 端子、ちチャンネルを R 端子に間違えないよ 
うに接続してください。 

デジタル出力端子のある C □プレーヤーの場合は、端子のタイ 
プに合わせて、本機の□に ITAL INPUT ( COAXIAL ) 端モま 
たは D に ITAL INPUT ( OPTICAL ) 端テに接続します。 

CD のデジタル入力は、初期設定では COAXIAL ( COAX ) に 
設定されていまず。 COAXIAL し U 外の端テに C □プレーヤーを 
接続したときは 、 「Input Setup 」 の 「Digital Input 」 
(0^4 □ページ）で設定を変更してください。 


ち（前 

2. チューナーの接続 (TUNER) 

RCA タイプのオーディオ用ピンコードを使って、チューナー 
の出力端子と本機の TUNER IN L / R 端子を接続しまず。左 
チヤンネルを L 端子、ちチヤンネルを R 端テに間違えないよ 
ラに接続してください。 

3. カセットデッキ、 MD レコーダー、 DAT、CD レコー 
ダーの接続 （TAPE) 

RCA タイプのオーディオ用ピンコードを使って、各機器の 
出力端子 （ PLAY ) を本機の TAPE IN L / R 端テに、入力端 
モ （ REC ) を本機の TAPE OUT L / R 端テに接続します。左 
チヤンネルを L 端子、ちチヤンネルを R 端テに間違えないよ 
ラに接続してください。 

デジタル出力端子のある機器の場合は、端テのタイプに合わ 
せて、本機の DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端モまたは 
DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 端モにも接続します。 

TAPE のデジタル入力は、初期設定では割り当てられていま 
せん。デジタル入力端テに機器を接続したときは 、 「Input 
Setup 」 の 「Digital Input 」（ is "4 □ぺージ）で設定を変更 
して < ださい。 

デジタル入力端テのある機器は、本機の□に ITAL OUTPUT 
( OPT に AL ) 端テに接続すると、本機のデジタル入力端子 
から入力された信号をデジタル録音でさるよラになります。 


本機の□に JAL OUTPUT 端テから出力される信号は、 

D に ITAL INPUT 端テに入力されたデジタル信号のみでず。 


機能と接続 
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各機器の接続例 


信号の流れ 



アナ□グオーディオ出力 
(センター） 

アナ□グオーディオ出力 
(サブウーファー） 



アナ□グオーディオ 
出力（ヴラウンド左ち) 


アナ□グオーディオ 
出力（フ□ントをち) 




デジタルオーデイオ 
出力 （ OPTICAL ) 


ビデオ機器を接続する 


ここでは、本機にビデオ機器を接続する例を示します。本 
ページの図を参考にして接続してくださし、。 

AUDIO IN / OUT 端子 、 DIGITAL INPUT / OUTPUT 端子に 
ついては、]9ぺージをご覧ください。 

COMPONENT VIDEO INPUT / OUTPUT 端モ 
□ VD プレーヤーなどの映像機器にコンポーネント映像端子 
びある場合、コンポーネント信号 （ Y 、 CB 、 CR) を直接入 
力でさまず。コンポーネント映像出力端子は、テレビまたは 
プロジェクターのコンポーネント入力端子に接続します。 

D 4 VIDEO INPUT / OUTPUT 端モ 
BS デジタル受信機などに D 端子 （ D 1 〜 D 4) びある場合、 
信号を直接入力でさます。□出力端子は、テレビまたはプロ 
ジェクターの D 4 入力端子に接続します。 


ごま意 


• D 4 VIDEO INPUT / OUTPUT 端子と COMPONENT 
VIDEO INPUT / 日 UTPUT 端子は内部で並列に接続され 
ていまずので、同時に接続しないでください。 

たとえば、 INPUT 1の D 4 端子に映像機器を接続した場 
合 、 INPUT ] の COMP 日 NENT 端子には、イ巧ち接続しな 
いで <ださい。 

• COMPONENT VIDEO IN PUT な品子わ、らのイ言号は、 
COMPONENT VIDEO 日 UTPUT と D 4 VIDEO 
日 UTPUT 端子に出力されます。お手持ちの映像機器と本 
機をコンポーネント接続しているときは、本機とテレビ 
もコンポーネントまたは D 4 端子で接続してください。 

• D 4 VIDEO INPUT な品子む、らのイ言号は、 D 4 VIDEO 
OUTPUT 端子と COMP 日 NENT VIDEO 日 UTPUT 端テ 
に出力されます。お手持ちの映像機器と本機を D 4 端テ 
で接続したとさは、本機とテレビも D 4 またはコンポー 
ネント端テで接続して<ださい。 


VIDEO IN / OUT 端モ 

U アパネルには、4系統の入力と]系統の出力があり、それ 

ぞれにコンポジット映像端子と S 映像端子があります。 

映像出力には、ビデオデッキ等の録画機器を接続します。 

また、フ□ントパネルには、 VIDE 日4 INPUT 端子がありま 

す。 

映像信号の流れは、次のとおりです。 

- VIDEO IN 端子からの信号は、 VIDEO 日 UT 端子に出力 
されます。 

• S VIDEO IN 端子からの信号は 、 S VIDEO 日 UT 端子に 
出力されます。 

• テレビまたはプ n ジェクターを M 日 Nrr 日 R 日 ut の vide 日 
および S VIDE 日端子だけに接続している場合は、コンポー 
ネント映像端テからソース機器の信号を入力したときで 
も、映像は表示されません。 

• ビデオデッキなどの ビデオ 機器を接続する場を、 オー 
デイオ用ピン コー ドとビデオ コー ドは同じ系統の端子 
(たとえば VIDE 日 3) に接続してください。 


どち5かを接続してください。両方 
同時には接続しないでください。 


マルチチヤンネル（己.1チヤンネル）出力端子のある DVD プレーヤーとの接続例 

^—— A ~ _ 
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各機器の接続例 


2チャンネル （ L / R ) 音青出力端子での DVD プレーヤーとの接続例 


どち5かを接続してください。両方 
同時には接続しないでください。 



:信号の流れ 


4. DVD プレーャーの接続 ( DVD ) 

RCA タイプのビデオコードを使って、 DVD プレーヤーの峡 
像出力端子（コンポジット）と本機の DVD、VIDEO IN 端テ 
を接続します。 

□ VD プレーヤーに S 映像出力端子がある場合は、 S 映像コー 
ドを使って本機の S VIDEO DVD IN 端子に接続します。コ 
ンポーネント映像出力端子がある場合は 、 COMPONENT 
VIDEO INPUT ] または2端子に接続しまず。 D 端子がある 
場合は、本機の D 4 VIDE 日 INPUT ] または2端子に接続し 
ます。 

□ VD のコンポーネント映像入力 / D 4 映像入力は、初期設定 
では INPUT 1に設定されています 。 INPUT 2に接続したと 
きは 、 [Input Setup 」 のに omponent Vide 日」（陪 '41 
ページ）で設定を変更して<ださい。 

RCA タイプのオーディオ巧ピンコードを使って、 DVD プ 
レーヤーの出力端子と本機の DVD FRONT L / R 端テを接 
続します。左チャンネルを L 端テ、ちチャンネルを R 端子に 
間違えないよラに接続してください。 

マルチチャンネル（己.1チャンネル）出力端子のある DVD 
プレーヤーの場合は、本機の DVD FRONT L / R、SURR 
L / R 、 CENTER 、 SU 目 W 日日 FER 入力な謂子と DVD プレー 
ヤーのマルチチャンネル出力端テを接続します。左チャンネ 
ルを L 端テ、ちチャンネルを R 端テに間違えないよラに接続 
して < ださい。 

デジタル出力端子のある DVD プレーヤーの場をは、端子の 
タイプに合わせて、本機の□に ITAL INPUT ( COAXIAL ) 
端子または DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 端子にも接続し 
ます。 

□ VD のデジタル入力は、初期設定では日 PT に AL ] (OPT 
1) に設定されていまず。日 PT に AL ] 政外の端子に DVD プ 
レーヤーを接続したときは 、 「Input Setup 」 の 「Digital 
Input ! (陪4□ページ）で設定を変更してください。 


DVD プレーヤーのアナ□グ音声出力端子に、己.1チャンネル 
と2チャンネルの両方がある場合で、本機の DVD IN FRONT 
L / R 端テだけを接続するときは、 DVD プレーヤーの2チャン 
ネル出力端子と接続して<ださい。 
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各機器の接続例 


どち5かを接続してください。両方 
同時には接続しないでください。 



5. ビデオデッキの接続 ( VIDEO 1) 

RCA タイプのビデオコードを使って、ビデオデッキの映像 
出力端モ（コンポジット）と本機の VIDEO VIDEO 1 IN 端 
子を接続し、ビデオデッキの映像入力端子と本機の VIDEO 
VIDEO 1 OUT 端子を接続します。 

ビデオデッキに S 映像端子びある場合は、 S 映像コードを 
使って、ビデオデッキの S 映像出力端子と本機の S VIDEO 
VIDEO 1 IN 端子を接続し、 S 映像入力端子と本機の S VIDEO 
VIDEO 1 OUT 端テを接続します。コンポーネント映像出力端 
子びある場合は、どちらかの COMPONENT VIDEO INPUT 
端テに接続します。 D 端子びある場合は、本機の D 4 VIDE 0 
INPUT 端子に接続します。 

コンポーネント映像入力/04映像入力は、初期設定では 
INPUT 2に設定されています。 INPUT 1に接続したとさ 
は 、 「Input Setup 」 の rCompoment Video 」 （> s "4] 
ページ）で設定を変更してください。 

なに、 RCA タイプのオーディオ用ピンコードでビデオデッキ 
の音声出力端子と本機の AUDIO VIDEO 1 IN L / R 端子を接 
続し、ビデオデッキの音声入力端テと本機の AUDIO VIDEO 
1 OUT L / R 端子を接続します。左チャンネルを L 端子、も 
チャンネルを R 端子に間違えないよラに接続してください。 
VIDEO 1のデジタル入力は、初期設定では割り当てられてい 
ません。デジタル入力端子に機器を接続したときは、 
「Input Setup 」 の 「Digital Input 」（ is "4 □ぺージ）で設 
定を変更してください。 


6. 衛星放送チユーナー、テレビ、 LD プレーヤーなどの接続 
(VIDEO 2または VIDEO 3) 

RCA タイプのビデオコードを使って、機器の映像出力端子 
(コンポジット）と本機の映像入力端子を接続します。 
機器に S 映像端子びある場合は、 S 映像コードで本機の S 
VIDEO VIDEO 2 (または 3) IN 端テに接続します。 

機器にコンポーネント映像端テびある場合は 、 COMPONENT 
VIDEO INPUT ] または2端テに接続しまず。機器に D 4 映像 
出力端子びある場合は、本機の D 4 VIDEO INPUT 1または 
2端テに接続します。 

コンポーネント映像入力/04映像入力は、初期設定では 
INPUT 2に設定されています。 INPUT 1に接続したとを 
は 、 「Input Setup 」 のに omponent Video 」(> s -41 
ページ）で設定を変更してください。 

次に、 RCA タイプのオーディオ用ピンコードで機器の音声 
出力端子と本機の VIDEO 2 (または VIDEO 3) IN L / R 端子 
を接続します。左チャンネルを L 端テ、ちチャンネルを R 端 
テに間違えないよラに接続してください。 

機器にデジタル出力端子びある場合、機器のデジタル出力端子 
のタイプに合わせて、本機の DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端 
モまたは DGITAL INPUT ( OPT に AL ) 端子にも接続します。 
VIDEO 3のデジタル入力は、初期設定では OP^nCAL 2 
(0 PT 2) に設定されていまず。 OPT に AL 2しが1の端テにデ 
ジタル機器を接続したときは 、 「Input Setup 」 の 「Digital 
Input 」 （》^40ぺージ）で設定を変更してください。 

VIDEO 2のデジタル入力は、初期設定では割り当てられて 
いません（… -) 。デジタル入力端子に機器を接続したとさ 
は 、 「Input Setup 」 の 「Digital Input 」（ is "40 ぺージ） 
で設定を変更してください。 

本機に L □プレーヤーの AC -3 RF 出力端子は直接接続できま 
せん。巿版のデモジュレーターび必要でず。 
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各機器の接続例 


:信号の流れ 




どち日かを接続して 
ください。両方同時 
には接続しないでく 
ださい。 


本機の 0 S □メニューは 、 MONITOR OUT VIDEO または S 
VIDEO 端子のどちらかにのみ出力されます。初期設定では 
VIDEO 端テに出力されますので、テレビまたはプロジェク 
夕一を S VIDEO 端子で接続してしぶ場合は、設定を変更して 
ください。 （*^29 ページ） 


7. テレビまたはプ□ジェクターの接続 (MONITOR OUT ) 

RCA タイプのビデオコードを使って、テレビの映像入力端 
子（コンポジット）と本機の VIDEO MONITOR OUT 端モ 
を接続します。 

テレビに S 映像入力端子びある場合は、 S 映像コードで本機 
の S VIDEO MONITOR OUT 端子に接続します。機器にコ 
ンポーネント映像入力端テびある場合は 、 COMPONENT 
VIDEO OUTPUT 端子に接続します。 D 4 映像入力端テびあ 
る場合は、本機の04 VIDEO OUTPUT 端子に接続します。 




COMPONENT VIDEO OUTPUT 端子と D 4 VIDEO 
OUTPUT 端子は内部で並列に接続されていますので、 
同時に接続しないでください。 

本機の 0 SD メニュー (-^29 ぺージ）は 、 MONITOR 
OUT ( VIDEO または S VIDEO ) にのみ出力されます。コ 
ンポーネント映像出力や D 4 映像出力端子からは、出力 
されません。 

お手持ちの映像機器をコンポーネント端子または D 4 端 
子に接続しているとをは、テレビまたはプロジェクター 
ち、 コンポーネント端子または D 4 端テに接続してくだ 
さい。 


8. ビデオカメラやテレビゲームの接続 （VIDEO 4) 

RCA タイプのビデオコードを使って機器の映像出力端モ 
(コンポジット）と本機の映像入力端子を接続します。 
機器に S 映像端子びある場合は、 S 映像コードで本機の VIDEO 
4 INPUT S VIDEO 端子に接続します。 

VIDEO 4のデジタル入力は、フロントパネルの光入力固定 
です。 



機能と接続 
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各機器の接続例 


王ーシーアウトレット 

AC OUTLETS (電源コンセント) 


本機裏面の電源コンセントに他機の電源コードを接続するこ 
とびできます。他機の電源スイッチをオンのままにしておけ 
ば、本機の POWER スイッチと連動させて他機の電源を入れ 
たり切ったりすることびでをます。 

他の才ーディオ機器等 



ごま意 


本機には2つの電源コンセントびありますび、合計で] 00 W 
を超える機器は絶対に接続しないでください。 

接続する前に 

本機の電源コンセントはより良い音で聞いていただくため 
に、極性の管理びされています。他機の電源コードの白いラ 
インなどの目印側を、本機の電源コンセントの広いち（⑩ 
マーク側）に合わせてください。他機の電源コードに極性表 
示びない場合はどちらを接続してもかまいません。 


IJ モート コント□—ル 

RI REMOTE CONTROL 端子 


本機の RI 端子は、同じ RI 端テを持つオンキヨー製品と接続 
ずるためのちのです。 RI 接続した機器は、本機に付属の U 
モコンで操作することびでをます。 

さらに、次のよラなシステム操作びでさます。 

電:を寸、 V レニ‘ゾ微目ヒ 

本機びスタンバイ状態のとさ、 RI 接続した機器の電源を入 
れると、本機の電源び自動的に入り、入カソースち接続機器 
に切り換わります。ただし、 RI 接続した機器の電源コード 
び本機の電源コンセント (AC OUTLETS ) に接続されてい 
る場合や、本機の電源び入っている場合は、この機能は働を 
ません。 

ダイレクトチェンジ機能 

R I 接続した機器を再生すると、本機の入カソースび自動的 
に再生中の機器に切り換わります。 

電源寸フ機自ヒ 

本機をスタンバイ状態にすると、 RI 接続した機器すべてび 
スタンバイ状態になります。 

U モコンにより、 RI 接続したチューナー機器のプリセット 
局を選ぶことびでをます。 

また本機の電源びオンのとをに、本機に付属のリモコンの 
ON ボタンを押ずと、 RI 接続した機器 （ DV □プレーヤー、 

C □プレーヤー、 MD レコーダー、チューナ ー) の電源をオン 
になりまず。 


ごを意 


. MD レコーダーは本機の TAPE 端テに接続してくださ 
し、またその場合は、本機の入力を TAPE から MD に切 
り換えてください。（《^34ページ） 

-機器による接続順序は特にありません。 

- RI 接続した場合ち、ピンコードでの接続は必要です。 

• 製品によっては、 RI 接続してを一部の機能び働かないこ 
とびおります。 



本機に RI 接続した機器び2つの RI 端テを持っている場合 
は、をう一ちの R I 端子にさらに R I 端子付きの機器を接続す 
ることびでをます。 
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立サラウンド スピーカー 
ちサラウンド スピーカー 
サラウンドバック 
スピーカー 
U ス ニングポジション 


テレビまたはスクリーン 
左フ□ントス ピーカー 
サブウ— ファ— 

センタースピーカー 
ちフロントスピー カー 


• をちフ□ントスヒーカー 
• センタースピーカー 

映画におけるセリフの中央定位の役割をになう重要なス 
ピー刀一です。 

• をちサラウンドスピーカー 

音の立体的な動をを表現し、背景をイメージした環境 
音、また場面を盛り上げる効果音を作りだして臨場感を 
高めまず。 


サラウンド音声を再現ずるのに最低限必要な 
スピーカー構成 


をちフ□ン トスピーカー 
をちサラウンド スピーカー 

センタースピーカーやサブウーファーの音声は、左ちフ 
□ントスピーカーに最適に配分され、可能な限り最高の 
サラウンド音声を再現します。 


スピーカーの配置 


スピーカーの配置は、実際には部屋の大ささや壁のな質など 
によっても違ってきますび、ここではちスピーカーの基本的 
な配置例と配置するポイントを紹介します。 

設置のポイント 

をちフ□ントスピーカーとセンタースピーカー 

. 3つのスピーカーびすべて同じ高さになるよラに設置ず 
る。 

-音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴者の耳に向か 
うように配置する。 

-左ちフロントスピーカーは、同じ距離に配置する。 

をちサラウンドスピーカー 

視聴ちのちより1 m 高い位置に設置する。 

サラウンドバックスピーカー 

視聴ちのちより1 m 高い位置に設置する。 

サブウーファー 

低音の効果を最大限に得るためには、サブウーファーを設置 
してください。 


スピーカーケーフルにラベルを貼り、ラベルと同じ色のス 
ピーカー端子に接続してください。 



さ端テはむ下のように色分けされていまず。 


左フロント （+) : 

白 

ちフ□ント （+) : 

赤 

センター (+) : 

緑 

左サラウンド （+) : 

青 

ちサラウンド （+) : 

灰色 

サラウンドバック （+) : 

茶 


• サラウンドバックスピーカー 

Dolby Digital EX や DTS - ES で楽しむときに必要です。 
効果音や臨場感をより一層高めまず。 

• サブウーファー 

迫力のある重ほ音効果を最大限に発揮します。 


本機のスピーカー端子は （+) 側に色をつけて識別しやすく 
していますので、付属のスピーカーラベルをスピーカーケー 
ブルに貼ることにより、スピーカーを確実に接続することび 
でをます。 


スヒ ー カ ー を接続ずる 


まずお持ちのスピーカーを配置してください。次に本機との 
接続をします。スピーカーの取扱説明書をご覧になりなび 
ら、正しい配置と接続をしてください。 

サラウンド再生には、スピーカーシステムの構成内容と配置 
を対応したものにする必要びあります。 

本体には2系統のスピーカーシステム端子 （SPEAKERS A , 
SPEAKERS B ) びあります。（》^34ぺージ） 


サラウンド音声を再現するための標準的なスピー 
力-構成 



付属のスピーカーケーブル用ラベルの使い方 


6 7 8 9 


12 3 4 5 


機能と接続 


25 
















スピーカーを接続ずる 


スピーカーコー ドの接続 


スピーカーの 接続 





1. スピーカーコードの被覆 をしん線の先端をしっかり 

を1己 mm カットずる とよじる 



3. ねじをゆるめ 4. しん線を差し 
る 込む 


瓦ねじを締め付 
ける 


(スピーカー B 端テ) 


10mm 



1. スピーカーコードの被覆 吕.しん線の巧端をしっかり 

を 10 mm カットする とよじる 



3. レバーを巧し 
て広げる 


4. しん線を差し 
&む 


已.指をはなずと 
レバーび元の 
位置に戻る。 
しん線びわず 
かに外にでる 
よ3にする 


スピーカーの配置び終わったら、今度は本機との接続をしま 
す。 



. 本機には、インピーダンスが色 n ~ i 邑 n のスピーカーを接 
続してください。インピーダンスが邑 n 未満のスピー 
力一を接続すると、 アンプが故障ずることびありまず。 

-プラス （+) とマイナス （一) を間違って接続したり、 
左ちのスピーカーを間違えて接続しないでください。音 
声び不自然になります。 

-スピーカー 端子に複数の スピーカーコー ドは接続しない 
でください。故障の原因になります。 


-サラウンド再生やマルチチャンネル再生をするには、 
SPEAKERS A システムをオンにして<ださい。 

-1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音声を 
再生する場合、]台のスピーカーを左ちスピーカー端子 
に並列接続しないでください。 


X X 
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スピーカーを 接続ずる 


サフウーファーの接続 

パワーアンプ内蔵のサブウーファーを 、 SUBWOOFER 
PRE 日 UT 端子に接続します。 

アンプを内蔵していないサブウーファーの場含は、アンプを 
SUBWOOFER PRE 日 UT 端子に接続し、サブウーファー 
をアンプに接続してください。 

スピーカ ー B の接続 

別の部屋に設置ずるなど、左ちフ□ントスピーカーを使用す 
るときは 、 FRONT SPEAKERS 目端子に接続してくださ 
い。 


ち 

フ□ント 
スピーカー A 


センター 

スピーカー 


左 

フ□ント 
スピーカー A 



スピーカー 


スピーカー B スピーカー巨 


スピーカー 


機能と接続 
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電源を入れる 


STANDBY/ON STAND 曰 Y インジケーター 




STANDBY 


接続ずる前に 


■ U モコンで電源を入れる 


-本機の電源コードしツ外の、すべての接続び完了している U モコンを操作する前に、「本機で電源を入れる」のステッ 

ことをお認してください。 プ1〜2により本機をスタンバイ状態にしてください。 


-本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れてコ 
ンピューターなどの機器の動作に影響することびありま 
ず。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコン 
セントに接続ずるようにしてください。 

-電源コードはより良い音で聞いていただくために、極性 
の菅理びされています。電源コードの矢印 ( twt ) の 
ちをま庭用の電源コンセントの溝の広いちに合わせて差 
し込んでください。 


ご注意 


本機を最初にお使いになるとをは 


本機はを電源スイッチ （ POWER ) を入 （一 ON ) の状態 
で工場を出荷されますので、最初に電源コードのプラグをコ 
ンセントに差し込むとスタンバイインジケーターび点なし、 
下記の手順2と同じ状態になります。 


■ 本機で電源を入れる 

1. 家庭用 AC コンセントに電源コードを接続ずる 


M 壁コンセント 
広い方へ 



I iSi — If — エ—ピ 



る（スタンバイ状態を解除ずる） 

スタンバイ状態に戻すには 、 STANDBY 
ボタンを押しまず。 


メモリー保持について 

本機には、メモ U —な持用の予備電源装置び内蔵されて 
います。これは、登録したスピーカー設定やサラウンド 
設定などを停電時などに保持ずるためのちのです。2週 
間 Li (上本機の主電源を切った状態にしておくと、メモ 
U - 内容は消えてしまいます。 

誤動作ずるとをは 

本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現 
していますび、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイ 
ズ、静電気などをひろって誤動作するときびあります。 
このようなときは、主電源スイッチ （ POWER ) を切 
(且 OFF ) にし、巳秒！;！上たつてから再度入 （— ON ) に 
して < ださい。 


吕. POWER スイッチを巧して主電源を入れる 

本機はスタンバイ状態になり、 STANDBY インジケー 
夕一び点灯します。 



3. STANDBY / ON ボタンを巧して電源を入れる 

表示部び点灯し、 STANDBY インジケーターび消なしま 
ず。もう一度 STANDBY / ON ボタンを押すと、スタンバ 
イ状態に戻ります。 

(iSTANDBV/ON 

消口 





























































ENTER 


映画や音楽を楽しむための最適な音場環境をつ< り上げるた 
めに、さ スピーカーの 大ささや視聴位置から スピーカーまで 
の 距離を設定することび必要です。 

スピーカー構成や配置を変えない限り、通常は一度設定した 
ら変える必要はありません。 

接続び完了したら、操作の前に、しツ下の手順でスピーカーの 
設定を行ってください。設定は、オンスク U —ンディスプレ 
イ機能*を使ラと便利です。 _ 

* オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) 機能とは 
操作内容などのメニューを本機に接続したモニター（テレビ 
やプロジェクター)に表示する機能です。 


メインメニューを表示する 


メインメニユーを表示する 

本体の MENU ボタンまたは U モコンの SETUP ボタンを押し 
て、モニターと表示部にメインメニユー ( Menu ) を表おさ 
せます。 

をう一度 MENU ボタンまたはリモコンの SETUP ボタンを押 
すと、メインメニュー画面び終了します。 


U モコン 



_1 .Speajcer —Confiq _ 

2 .SDeaker Distance 
3.Level Calibration 
4.Input Setup 
5.0 SD Setup 
6.Preference 


の面 I ENTER I Quit: I SETUP| 


スピーカーの有無と大きさを設定ずる（スピーカー 
コンフイグ） 


1. メインメニューを表示ずる 

2. ▲/ ▼ボタンを巧して「1 .Speaker ConfigJ (スピー 
力ーコンフイグ） を選ぶ 


本機 


リモコン 



ENTER 


▲/▼/◄/► MENU RETURN 


RETURN 



SETUP 



モニターにメニューび表示されないときは 

こ ューは、初期設定では本機の VIDEO 端テに接続した モニ 
ターに表示されますので、モニターを本機の S VIDEO 端テに 
接続している場合は表示されません。こューを本機の S 
VIDE 日端子に接続しているモニターに表示するためには、似 
下の操作を行って表示先を変更してください。 

1. MENU ボタンを巧ず 

2. ▲/ ▼ボタンを巧して本機の表示部に「瓦 0 SD Setup 」 

を表示させ、 ENTER ボタンを巧ず 

3. ▲/ ▼ボタンを巧して rOSD Output ] を表おさせ、 ◄/► 

ボタンを巧して 「S Video 」 を表示させる 

4. MENU ボタンを巧して終了ずる。 29 
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スピーカーの設定をずる 



スピ—力—の 
設定をずる 















































スピーカーの 設定をずる 


3. ENTER ボタンを巧ず 


本機 リモコン 



スピーカー コンフイグ>< こ ユーが 表示されます。 


★ Mp っ U ***************** 


1 .speaker Confiq 
***★★★★♦♦♦♦♦♦♦♦****★★★★ 

1 a.Subwoofer 

Yes 10® 

b.Front 

LarqelMIti 

c.Center 

Larqe 18151 

过 . Surround 

Large 棚 

e. Surround Back 

f. Crossover 

Large 誦 
SOHz®® 

の团 Quit : 

SETUP 1 



4. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 a . Subwoofer 」 を選び、◄/►ボタ 
ンを巧して設定ずる 

Yes :サブウーファーを接続している 
No :サブウーファーを接続していない 


本機 リモコン 



己. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 b . Front 」 を選び、◄/►ボタンを 
巧して設定ずる 

Large :大型のフ□ントスピーカーを接続している 
Small :ル型のフ□ントスピーカーを接続している 

• 「 Subwoofer 」 の設定で 「 No 」 を選択した場合は、 
「 Large 」 に固定されます。 

6. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 C . Center 」 を選び、◄/►ボタン 
を巧して設定ずる 

None :センタースピーカーを接続していない 
Large :大型のセンタースピーカーを接続している 
Small :ル型のセンタースピーカーを接続している 

• 「 Front 」 の設定で 「 Small 」 を選択した場合、 
「 Large 」 は選択でさません。 


7. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 d . Surround 」 を選び、ィ/►ボタ 
ンを巧して設定ずる 

None ;左ちサラウンドスピーカーを接続していない 
Large :大型の左もサラウンドスピーカーを接続している 
Small :小型の左ちサラウンドスピーカーを接続している 

• 「 Front 」 の設定で 「 Small 」 を選択した場合、 
「 Large 」 は選択できませ/ U 。 

8. ▲/ ▼ボタンを巧して re . Surround back 」 を選び、 ◄/ 
►ボタンを巧して設定ずる 

None :サラウンドバックスピーカーを接続していない 
Large :大型のサラウンドバックスピーカーを接続して 
いる 

Small :ル型のサラウンドバックスピーカーを接続して 
いる 

• rSurroundJ の設定で 「 None 」 を選択した場合は、 
この項目は表术されません。 

• rSurroundJ の設定で |" Small 」 を選択した場合は、 
「 Large 」 は選択でをません。 

9. ▲/ ▼ボタンを巧してけ. Crossover 」 を選び、◄/►ボタ 
ンを巧して設定ずる 

Crossover り氏音域の管理） 80/100/120 HZ 

使用しているスピーカーシステムに対するク□スオー 
バー周波数を設定します。 

80 Hz 、 100 Hz または] 20 Hz を選びます。 

各 スピーカーが 分担する周波数の境界をク □スオーバー 
周波数といいます。 

選んだ周波数よりち低い低音域は、 「 Small 」 に設定さ 
れたスピーカーではカットされ、サブウーファーまたは 
「 Large 」 に設定したスピーカーから出力されます。 

この設定が有効となるのは 、 ["Speaker ConfigJ にあ 
る 「 Subwoofer 」 の設定が 「 Yes 」 の場合、またはス 
ピーカーが 「 Small 」 に設定されている場合でず。 

RETURN ボタンを押すと >(インメニュー画面に戻ります。 
MENU ボタン（または U モコンの SETUP ボタン）を押すと 
こユーを終了します。 
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スピーカーの 設定をずる 


スピーカーから視聴位置までの距離を設定する（ス 
ピーカーデイスタンス） 


各スピーカーは、0.3〜 9 m の範囲、0.3 m 単位 （1 〜3□けの 
範囲、1 . Oft 単位)で設をでをますので、実際の距離に近い値 
を還んでください。 

[Speaker ConfigJ 設定で 「 No 」 または fNoneJ を選択 
したスピーカーは表示されません。 

1. メインメニューを表示させ、▲/▼ボタ 
ンを巧してに . Speaker Distance 」 

(スピーカーデイスタンス）を選び、 

ENTER ボタンを巧ず 

スピーカー デイスタンスメニューび表 
示されます。 



ホ MonU "k'k'kif'kif'k'k'k'k'k'k ホホ 

1 .Speaker Config _ 

I 2 .Speaker Distance 
3.Level Calibration 
4.Input Setup 
5.0 SD Setup 
6.Preference 


圧 ] 团 I ENTER I Quit: I SETUP| 


.Spe 
* * * * 


leaker Distance 


： metersnl® 


b.Front L/R 

: 3 . Sraim 

c.Center 

: 3.6m0i) 

d.Surround L/R 

: 2 .ImiE 

e.Surround Back 

: 2 .lm®E 

圧面 Quit : 

SETUP I 


6. ▲/ ▼ボタンを巧して re . Surround back 」 を選び、 ◄/ 
►ボタンを巧して設定ずる 

サラウンドバックスピーカーから通常の視聴位置までの 
距離を設定します。 

RETURN ボタンを押すとメニュー画面に戻ります。 

MENU ボタン（または U モコンの SETUP ボタン）を押すと 
メニューを終了します。 


スピーカーレベルを調壁する（レベルキヤリブレー 
シ ヨン） 


各スピーカーからの音び同じ大ささに聞こえるよラに設定し 
ます。正しい音場再生をずるためには、必ず設定してくださ 
し、。 




マルチチャンネル音声を使用する場合、ここで行ったスピー 
力ー レベル設定は無効になります。 マルチチャンネル音声の 
スピーカーレベルは、 U モコンの CH SEL 、 LEVELA / ▼ボ 
タンを使って調整します（防^吕已ページ 「 DV □プレーヤーを 
マルチチャンネル音声で楽しむ」）。 

1. メインメニユーを表示させ、▲/▼ボタ 
ンを巧して「3. Level Calibration 」 

(レベルキャ U ブレーシヨン）を選 
び、 ENTER ボタンを巧ず 

レベルキヤ U ブ レーシヨ ン メニューび 
表示されます。 



2. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 a . Unit 」 を還び、 ◄/ ►ボタンを巧 
して設定する 

feet :距離をフイートで指定する 
meters :距離をメートルで指定する 

3. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 b . Front L / R 」 を還び、◄/►ボタ 
ンを巧して設定ずる 

左ちフロントスピーカーから通常の視聴位置までの距離 
を設定します。 

4. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 C . Center 」 を選び、◄/►ボタン 
を巧して設定ずる 

センタースピーカーから通常の視聴位置までの距離を設 
定しまず。 




フ□ントスピーカーより大きい値には設をでをません。ま 
た、フ□ントスピーカーから1.已 m 引いた値よりルさい値に 
を設定でさません。 

已. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 d . Surround L / RJ を還び、 ► 
ボタンを巧して設定ずる 

サラウンドスピーカーから通常の視聴位置までの距離を 
設定します。 


* Menu * * * ゴ 

'k'k'k'k'k'k'kieicifif'k'k 

1.Speaker 
2.Speaker 

Config 

Distance 

1 3.Level Calibration | 


4 .Input Setup 
5.OSD Setup 
6.Preference 


田面 I ENTER I Quit: I SETUP| 


M0nu ***************** 


3.Level Calibration 
*********************** 

a.Left 

OdB 剛 

b.Center 


〇过 BiMiy 

c.Right 


OdB®® 

d.Surr Right 


OdB®® 

e.Surr Back 


OdB 回 ® 

f.Surr Left 


OdB0® 

g.Subwoofer 


OdB0® 

の团 Quit 

: 1 SETUP 1 


「Speaker Config 」 設定で 「 No 」 または 「 None 」 を選択 
した スピーカーは 表示されません。 


スピ—力—の 
設定をずる 


フ□ントスピーカーより大きい値には設定でをません。ま 
た、フ□ントスピーカーから4.已 m 引いた値よりルさい値に 
を設定でさません。 
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スピーカーの 設定をずる 


2. ▲/ ▼ボタンを巧して 「 a . Left 」 を選ぶ 

テスト音び左フロントスピーカーから 
出ます。 


(1) このテスト音の大きさを記憶し、▼ボタンを巧すと、テ 
スト音びセンタースピーカーから出ます。 

に)センタースピーカーから出るテスト音び左フ□ントス 
ピーカーのときと同じ大きさに聞こえるように、 ◄/ ►ボ 
タンで調整しまず。 

(3) ▼ボタンを押しまず。テスト音びちフ□ントスピーカー 
から出ます。 左フ□ントスピーカー、センタースピー 
力一と同じ大きさに聞こえるように、 ◄/ ►ボタンで調整 
しまず。 

(4) 同様に▼ボタンを巧してスピーカーを還び、すべてのス 
ピーカー(左フロント、センター、ちフ□ント、ちサラ 
ウンド、サラウンドバック、左サラウンド、サブウー 
ファー) から出るテスト音び同じ大ささに聞こえるよラ 
に調整します。 

テスト音のレベルは、一に dB 〜+12祀の範囲を、 IdB 単 

位で調整できます。 



RETURN ボタンを巧すとメニュー画面に戻ります。 

MENU ボタン（または1」モコンの SETUP ボタン）を押すと 
メニューを終了します。 


リモコンの TEST ボタンを使ってレベル調整ずる（リモコン 
操作） 


1. TEST ボタンを巧ず 

テスト音び左フ□ントス ピーカーから 
出ます。 


(1) このテスト音の大ささを記憶し 、 CH 
SEL ボタンを押すと、テスト音びセン 
タースピーカーから出ます。 

(2) センタースピーカーから出るテスト音 
び左フロントスピーカーのとさと同じ 
大きさに聞こえるように 、 LEVEL A / 
▼ボタンで調整しまず。 





(3 )CH SEL ボタンを押します。テスト音びもフロントス 
ピーカーから出ます。左フ□ントスピーカー、セン ター 
スピー カーと同じ大きさに聞こえるように、 LEVELA/T 
ボタンで調整します。 


(4) 同様に CH SEL ボタンを押してスピーカーを還び、すべ 
てのスピーカー(左フ□ント、センター、ちフ□ント、 
ちサラウンド、サラウンドバック、左サラウンド、サブ 
フーファー)から出るテスト音び同じ大きさに聞こえる 
よラに調整します。 


メニュー操作に使用するボタン 


メニュー操作は本機と U モコンの両方で行えます。 

1」モコンの各ボタンと本機のボタンとの対応は下の表のよラ 
になつています。 


U モコン 

本機 

メインメニューを表示させる、メニュー操作を終了する 

じも>> SETUP 

MENU 

◎ にュ- 

メニュー画面や設を項目を選ぶ 

ENTER ボタンの上端 

T 

上へ 

么 

<(^TER«j)> ENTER ボタンの下端 

ご> 下へ 

値（パラメーター）を還ぶ 

enter ボタンの左端 

T 

、り 左へ 

<(^TERj))j)> ENTER ボタンのち端 

了 

( y ちへ 

ニュー画面を選ぶ 

A 

enter ボタンの中央 

ENTER 

@ 逞ぶ 

ひとつ前の画面に戻る 

RETURN 

RETURN 

◎ 戻る 


テスト音のレベルは、一12づ5〜+12祀の範囲を、 IdB 単 
位で調整でさまず。 


2. TEST ボタンを巧して終了ずる 
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機器を選んで演奏ずる 


リスニングモードボタン 



基本操作 


U モコンで操作するときは、はじめに RCVR MODE ボタン 
を押してください。 

1. 演奏したい入力切り換えボタンを巧す 
本機 


◎- 


VIDEO 2 VIDEO 3 VIDEO 4 

皆 ◎ 


リモコン 







WPUT selector- 

© 



の 

© 

© 


© 


© 

© , 




TY 


V 已、 PH は本機では 
使用しません。 


選んだ入カソースが表示部に表示されます。 

DVD プレーヤーをマルチチャンネル音声で楽しむとき 
は、 「 DVD プレーヤーをマルチチャンネル音声で楽し 
む」巳ページ）をご覧ください。 

2. 表示部に SPEAKERS A (囚）表示が点 
なしていることを確認し、点なしていない 
ときは SPEAKERS A ボタンを巧ず 

言羊し<は 「SPEAKERS A / 目ボタンのイ吏し、 

かた」（„^34ページ）をご覧ください。 

3. 選んだ機器の演奏を始める 

演奏する機器の取扱説明書をご覧ください。 

4. 音量を調整ずる 

左ちフ□ント A 、 センター、左ちサラウンド、サラウン 
ドバックスピーカーおよびサブウーファーの音量を調整 
します。 

ちに回すと音量が上がり、左に回すと下がりまず。 U モ 
コンでは、 A ボタンを巧すと音量が上がり、 U ボタンを押 
すと下がります。1己ページ） 



MASTER VOLUME 





VOL 占/口 


AUDIO ADJUST 


リスニングモードボタン 


- U スニングモードを選ぶには（陪38ぺージ） 

- Audio Adjust (才ーデイオアジャスト）メニューで音質 
調整げできます。（陪44ぺージ） 

音が出ないときは 

DVD プレーヤー、 CD プレーヤーなどデジタル機器を選んだ 
ときは 、 rinput Setup 」 の 「 Di 旨け al Input 」 （デジタル 
入力の割り当て）を確認して<ださい。（《^40ページ） 


オーディオ信号の種類を選ぶ 


AUDIO SELECT 日 R ボタンを巧すたびに、 Auto 一 Multich 
(入カソースが DVD のとさのみ）一 Analog と表示が切り換 
わ0ます。 


本機 


リモコン 



Auto (自動識別）： 入力信号のデジタル/アナ□グを自 
動識別します。デジタル信号が入力されていないとを 
は、アナ□グ信号を再生しまず。この設定は、いずれか 
のデジタル入力が選択されているとさ有効です。日 
ぺージ） 

Multich (マルチチャンネル入力） ： DVD プレーヤーを 
マルチチャンネル音声で再生ずるとさ選びまず。この設 
定は 、 Multichannel (原3己ぺージ）が 「 Yes 」 になつ 
ているとさ有効でず。 

Analo 宫 （アナ□グ入力）： アナ□グ信号を再生します。 

この設定では、同じ機器からデジタル信号が入力されてい 
ても、アナ□グ信号を選択します。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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機器を選んで演奏ずる 
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SPEAKERS A / B ボタンの使いかた 


スピーカーレベルを一時的に調壁する 


SPEAKERS A :フロントスピーカ ー A 、 センタースピー 
力 一、 サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー 
およびサブウーファー端子に接続したスピーカーシステムを 
オン/オフしまず。サラウンドを再生するとさやマルチチャ 
ンネル音声を再生するとをは、スピーカ ー A システムをオン 
にしてください。このシステムびオンになっている（選択さ 
れている）ときは、 （ m ) 表示び点灯します。 
SPEAKERS B :フロントスピーカー巨端テに接続したス 
ピーカーシステムをオン/オフします。このシステムびオン 
になっている（選択されている）とさは、（[り）表示び点 
灯しまず。 


ごま意 


サラウンド音声やマ J レチチャンネル音声を再生するとさは、 
スピーカー B システムはオフにしてください。スピーカー 
A 、 目システム両方びオンになっている時は、スピーカ ー A 
システムで選べる U スニングモードは 「 Stereo 」 、 
roirectj V 「Pure Audio 」 のみになります。（サブウー 
ファーからは音び出ます。） またマルチチャンネル音声再生 
時は、センター、左ちサラウンド、サラウンドバック、サブ 
ウーファーからの音び出ません。 


表示部の入力表示を TAPE か日 MD に切り換える 


本機の TAPE 端子に MD レコーダーび接続されている場合、 
TAPE ボタンを押したときに、 MD と表示させることびでき 
ます。表示を変えることによって、オンキヨー製の MD レ 
コーダーを R I 接続している場合は、 R I システム操作び可能 
になります。 

表示を変えるには 

TAPE ボタンを、 TAPE 表示び MD に切り換わるまで（約3 
秒間）押し続けます。 


各スピーカーのレベルを一時的に一1 2 dB 〜+1 2 dB の範囲 
で調整ずることびできます。この調整値は本機びスタンバイ 
状態になると解除されます。 


U モコンで操作する 

1. RCVR MODE ボタンを巧ず 

2. CH SEL ボタンを巧して、調壁ずる 
スピーカーを還ぶ 



3. LEVEL ▲または▼ボタンを巧して、音 
量を調整ずる 



© 


ごを意 


• ["Speaker ConfigJ 設定で、 「 No 」 または 「 None 」 
になつているスピーカーはレベル調整できません。 

-音量を上げたとさに表おされる値は、接続しているス 
ピーカーをすべて日 d 目に設定している場合と、接続して 
いるスピーカーの巧1つでち日 d 目し:!外に設定している場 
合とでは異なった数値が表示されまず。 

例： すべてのスピーカーを日 d 目に設定している場合、音 
量を上げていくと、…98,吕 9. MAX 撮大）と表示され 
ますが、たとえば左 ( LEFT ) スピーカーを+己 d 目に設定 
していた場合は、+已 d 目が差し引かれて…93, 94, MAX 
(最大）と表されます。 

-レベル調整したあとに TEST ボタンを巧すと、 TEST ボ 
タンを使って設定したレベルが上書きされます。 


表で部の表で内容を変スる 


D に PLAY ボタンを押すたびに、表示内容が次のよラに切 
り換わりまず。 



表示を元に戻すには、同じ操作をしまず。 

この設定は、接続したオンキヨー製のカセツトデッキや MD レ 
コーダーの R I システム機能を有効にするために必要です。 


入カソースちと 
ボリューム表示 


プ□グラム 
フオーマツトまたは 
サンプリング周波数* 


入カソースると 
U スニングモード 
または Multich 



LFE (ほ域効果音） 
チヤンネル 



1 フ□ント サラウンド 
V チヤンネル教チヤンネル数 



音を一時的にルさくずる （ MUTING ) 


音楽を聞いているとさに、電話がかかってをてすぐに音を下 
げたいときなどに役立ちまず。ボタンを押すと、本機の表示 
部に 「 Muting 」 の表示が現れ、 MUTING 表示が点滅し、ス 
ピーカーとへッドホンの音声出力が消えます。ちラー度巧す 
と、元の音量に戻ります。 

MUTING 



* 入力信号び、デジタル音青のとを 

プ□グラムフォーマットを表示します。たとえば 、 「Dolby 
D : 3/2.1 J と表示されたら、ドルビーデジタルで、フロン 
卜び3チャンネル（左ちフロントとセンター)、サラウンド 
び左ち2チャンネル 、 LFE (ほ域効果音）びあり、それぞれ 
び独立して記録された已 .1 チャンネルソースであることを表 
します。フ□ントチャンネル数び2のときは左ちフ□ント、 
]のとをはモノラルです。サラウンドチャンネル数び1のと 
さはモノラル、0のときはなしです。 LFE び0のとさは、 
LFE なし、です。 

また、入力信号にプ□グラムフォーマットびないとをは表示 
されません。 

入力信号がリニア PCM のとを 

ヴンプ U ング周波数を表示します。たとえば rpcM fs : 
44.1 k 」 と表示されたら、 PCM 信号でサンプ U ング周波数 
び44.1 kHz であることを表します。 




























機器を選んで演奏ずる 


DVD プレーヤーをマルチチャンネル音声で楽しむ 


操作の前に、マルチチャンネル出力を備えた DVD プレー 
ヤーび正しく接続されていること、および rinp 山 Setup 」 
の 「 Multichannel 」 の設定が 「 Yes 」 になっていることを 
確認してください。（陪41ぺージ） 


本機 


リモコン 



1. 入力切り換えボタンの DVD を巧ず 

2 . フ□ントパネルの AUDIO 
SELECTORJtt タン（またはリ 
モコンの AUDIO SEL ボタン） 

を巧して、 "Multich" を選ぶ 


3. DVD プレーヤーの電源を入れ、ソースを再生ずる 

4. MASTER VOLUME つまみ（またはリモコンの VOL 凸の 
ボタン）で音量を調藝ずる 

各スピーカーの音量を調誓ずるには 
( 「スピーカーレベルを一時的に調整ずる」 （陪 34 ぺ一 
ジ）参照） 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちヴラウ 
ンドスピーカーは、一] 2 d 目〜+123目の範囲で、サブウー 
ファーは一3日 d 目〜+1 2 d 目の範囲で調整でさます。 

音質を調整ずるには 

マルチチヤンネルのトーンコント□ール機能を 「 On 」 （才 
ン）にすると音質を調整できます（設定が 「 Off 」 （オフ） 
のとさは音質調整はでさません）。 

I ンコント□ール機能をオンにずるには 

1.SURROUND (またはリモコンの SURR) ボタンを 
押ず 


本機 

SURROUND 


1」モコン 


3. ◄/ ►ボタンを巧して値を還ぶ 批 44 ぺージ） 
本 機 リモコン 




I -―ンコント□-ル機能をオフにずるには 
D 旧 ECT ボタンを巧ず 
本機 


I 」モつン 


「Tone Off 」 と表示され、 I -- ンコント□-ル機能び才 
フになります。 


マルチチャンネル音声のさスピーカーレベルは、テスト 
I ''ーンで設定したスピーカーレベルとは独立しています 
ので反映されません。 

音量を上げたとさに表おされる値は、接続しているス 
ピーカーをすべて OdB に設定している場合と、接続して 
いるスピーカーの内1つでを Od 目！;■(外に設定している場 
合とでは異なった数値び表示されます。 

例： ずべてのスピーカーを OdB に設定している場合、音 
量を上げていくと、■•■98,99, MAX 撮ガと表示され 
ますび、たとえば左 ( LEFT ) スピーカーを+已 dB に設定 
していた場合は、+已祀び差し弓め、れて'''日3, 94, MAX 
(最大）と表されます。 

マルチチャンネル入力時は 、 PURE AUDIO ボタンで 
「Pure Audio 」 は選べまず 。 「Pure Audio 」 を解除す 
るには、 D 旧 ECT または SURR 日 UND ボタンをホ甲して< 
ださい。 


「Tone 加」と表示され、I -- ンコント□-ル機能が才 
ンになりまず。 

2. AUDIO ADJUST ボタンを巧し、 ▲/ ▼ボタンを巧し 
て Bass (または Treble) を選ぶ 

本機 リモコン 

Aiinin AUDIO ADJUST 


♦ 




音楽/映画を 
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リスニングモードを使う 


本機のサラウンドシステムを使ラとご家庭でも映画館やコン 
ヴートホールにいるような臨場感を楽しむことびできます。 
あらかじめ、スピーカーの接続 （-^2 日ページ）とスピー 
力一の設定 0^29〜32ページ）び正しく行われていること 
をおおかめ < ださい。 

一度設定した内容は、演奏のたびに設定する必要はありませ 
ん。また、 U スニングモードの選びかたについては、38 
ページをご覧ください。 

Dolby Digital (Dolby D )( ドルビーデジタル） 

ドルビーデジタルソースを再生するために使用しまず。 

ドルビーデジタルは、 ACX 3 ち式で圧縮されたデジタルデー 
夕でず。最大 5.1 チャンネル*のサラウンド音声を提供しま 
す。ソースとして阳。晋酉マークび付いた DVD や LD などびあ 
りまず。ドルビーデジタル対応のデジタル衛星放送でを使用 
されていまず。 

* 已 .1 チャンネルデジタルオーディオフォーマットについ 
て 

已 .1 チャンネルとは、フルレンジ （20 Hz 〜 20 kHz ) の 
已チャンネル（左ちフロント、センター、サラウンド2 
チャンネル）と、ほ域効果音を記録した LFE (Low 
Frequency Effect ) チャンネルを、それぞれ混ぜ合わ 
せることなく独立して記録-再生ずるデジタル-オー 
ディオ-フォーマットで、ドルビーデジタルや、 DTS 、 
MPEG -2 AA 巳などびあります。データの転送レートな 
どに違いはあるものの、いずれのフォーマットでも、ご 
家庭で簡単に劇場やコンサートホールさなびらの臨場感 
あふれるサウンドをご体験いただけます。 

Dolby Digital EX ( ドルビー-デジタル.イーエックス） 

サラウンドバックスピーカーを使用しているとさ 、 Dolby 
Di 巨 ital ソースをマト U ックス己.1チャンネル再生します。 


DTS (ディーティーエス） 

DTS ソースを再生するために使用します。 

DTS (デジタルシアターシステム）は、最大已.1チャンネル 
( DTS-ES Discrete の場合は最大 6.1 チャンネル）のサラ 
ウンド出力び巧能な圧縮されたデジタルデータです。さわめ 
て高音質の音声を提供します。再生するには DTS 出力び巧 
能な DVD プレーヤーび必要です。ソースとして eg マークび 
付いた巳 D 、 DVD 、 LD などびあります。 

DTS-ES Discrete 6.1 (デイーティーエス•イーエス- 
ディスクリート 6.1) 

追加されたサラウンドバックチャンネルを含め、 6.1 チャン 
ネルすべてびデジタルディスクリートで独立して記録される 
新フォーマットです。全チャンネルび独立記録されているた 
め、セパレーシヨン感の高いサラウンド再生び可能となりま 
ず。 

DTS-ES Matrix 6.1 (デイーテイーエス.イーエス.マト 
U ックス色. 1) 

追加されたサラウンドバックチャンネ j レをあらかじめ左ちヴ 
ラウンドチヤンネルへマト U ックスエンコードして挿入し、 
再生時に高精度マト1」ックスデコーダーによって左ちサラウ 
ンド、サラウンドバックのさチャンネルにデコードする 
フォーマットでず。 

AAC (王一王ーシ ー) 

AAC ソースを再生するために使用します。 

MPEG -2 AAC ち式で圧縮されたデジタルデータです。最大 
已 .1 チヤンネルのサラウンド音声を提供します。目 S デジタ 
ル放送に採用されています。 


Dolby Pro Logic II ( ドルビープ□□ジック II ) 

ドルビープ□□ジックび「左ちフロント」「センター」「モ 
ノラルのサラウンドチャンネル」の4チャンネル信号をマト 
U ックス処理によって2チャンネルに記録し、再生時に4 
チャンネルに復元していたのに巧し、ドルビープ□ロジック 
II は、フイードバック□ジック回路により、ドルビーサラウ 
ンドなど2チャンネルにマト U ックスエンコードされた信号 
を元の状態に正おに組み替え、已 . 1チャンネル再生をしてい 
ます。 

映画に最適な Movie モードと音楽再生に最適な Music モー 
ドの 2 つのモー ドび選択できます。 

Movie モードでは、従来モノラルで、音域の狭かったヴラウ 
ンドチャンネルびステレオ再生になり、より移動感のある再 
生び楽しめます。 

Music モードでは、2チャンネルの音楽に巧しても自然な音 
場感をサラウンドチャンネ J レより再生します。 

□□臣西^^^^^^^マ—クのついた VHS や DVD ビデオ、また 
は一部の TV ま組再生時に楽しむことびでさます。また、 
Music モードは CD などのステレオ音楽で楽しむことびでさ 
よ^ 〇 

DTS Neo :6 (デイーテイーエス.ネオ.シックス） 

PCM やアナ□グ音源など、2チャンネルのソースを 6.1 チャ 
ンネルで再生するモードです。6チャンネルすべてに広い周 
波数帯域びおなされ、チャンネル間のセパレーシヨンち優れ 
ています。 

DTS Neo : 日モードでは、映画の再生に適した Cinema モー 
ドと音楽の再生に適した Music モードの 2 種類を切り換える 
ことびでをます。 

映画鑑賞に適した Cinema モードでは、日.1チャンネルの 
ソースとしてリアルな移動感にあふれたサラウンドサウンド 
び再現されます。音声びステレオの VHS ソフトやテレビ番 
組などに使用します。 

音楽再生に適した Music モードは、サラウンドチャンネル 
を使用することで通常のステレオ出力では得られない自然な 
音場を生み出します。音楽 CD をはじめとする各種ステレオ 
音源の再生に使用します。 
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リスニンクモードを使う 


Direct (ダイレクト） 

音質調整やフィルターを効かさずピュアな音を聞<ことびで 
さます。 

ステレオサウンドを聞いていただくためソースの音声は左ち 
フ□ントスピーカーでのみ再生され、サブウーファーからは 
出力されません。 

Pure Audio (ピュアオーディオ） 

Pure Audio では Direct モードに加え、表示部を消して、さ 
らにビデオ回路の電源を切り、ノイズの発生源をでさるだけ 
最小限にし、より原音に忠実な音楽再生を行います。 


注意 


コンポーネント映像はそのまま出力されます。 

Stereo (ステレオ） 

すべての音声び左ちのフロントスピーカーから出力されま 
す。サブウーファーを使5ことをでをます。 


オンキヨー独自のサラウンドモード （ DSP ) 

Orchestra (才ーケストラ） 

クラシックやオペラに適したモードです。センターチャンネ 
ルをカットずるとともに、音場イメージび全体に広びるよラ 
なサラウンド感を強調。大きなホールで聴いているような、 
自然な響さび楽しめます。 

Unplugged (アンプラグド） 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適したモードで 
す。フ□ントの音場イメージを重視することで、あたかもス 
テージの前で聴いているよラな音場イメージをつくります。 

Stu 出 o-Mix (スタジオ-ツクス） 

□ックやポップに適したモードでず。生き生きとした躍動感 
にあふれ、まるでライブ八ウスにでちいるかのよラな、迫力 
ある音場イメージび特長です。 

TV Logic ( TV □ジック） 

スタジオ収録の T V まおで、豊かな臨場感を楽しむための 
モードでず。全体的なサラウンド感とセリフの明瞭度を高め 
ています。 

All Ch Stereo (才ールチヤンネルステレオ） 

日 GM として音楽をかける時に便利なモードです。フ□ント 
とサラウンドチャンネルの両方でステレオイメージをつくり 
出しまず。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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リスニングモードを使う 


U スニングモードポタン 



U スニングモードを選ぶ 


. さ1」スニングモードの詳細については、36ページをご覧 
<ださい。 

-選べる U スニングモードは入力信号のフォーマットに 
よって異なります。42ページ） 

.Dolby Digital , DTS ソフトまたは AA 巳ソースの再生時、 

U スニングモードは自動的に Dolby Digital 、 DTS また 
は AAC になります。 


ヒント 


入カソースごとに U スこングモードを設定することができま 
す。（陪42ぺージ） 

リモコンで選ぶときは、はじめに RCVR MODE ボタンを巧 
して < ださい。 

設定したいリスニングモードのボタンを巧ず 


本機 


PURE AUDIO 



LISTENING MODE - 

DIRECT STEREO SURROUND DSP 



リモコン 


し PURE A) 〔 direct) (STEREO} 

4 5 6 

l_SURR) を LLSt4 ( DSP 1 



PURE AUDIO (PURE A ) :現在のソースの再生している 
入力信号の U スニングモードを Pure Audio に切り換えます。 

[Input Setup 」 （陪42ぺージ）で設定したリスこング 
モードも Pure Au 址〇に変わりまず。 

DIRECT :現在のソースの再生している入力信号の U スこン 
グモードを Direct に切り換えます。 

[Input Setup 」 （陪42ぺージ）で設定したリスこング 
モードも Direct に変ねります。 

STEREO :現在のソースの再生している入力信号のリスこ 
ングモードを Stereol こ切り換えます。 
rinput Setup 」 （陪42ぺージ）で設定したリスこング 
モードも Stereo に変わりまず。 




リスニングモードボタン 

CINE FLTR 


SURROUND ( SURR ) :現在のソースの再生している入 
力信号の U スこングモードを入力信号に合ったサラウンド 
(Dolby Digital、Dolby Pro Logic Ik DTS、DTS Neo :6 
または AAC ) に切り換えます。 

「Input Setup 」 （陪 '42 ぺージ）で設定したリスこング 
モードもサラウンドに変わりまず。 

リスニングモードがサラウンドの時 
• DTS ソース再生時 

サラウンドバックスピーカーを使用しているとさ 、 DTS 
ソースをマト U ックス日.1チャンネル再生するかどラか 
を設定します。 

ボタンを巧すごとに DTS - ES の Auto (自動切り換え）一 
日 n 一日 ff が切り換わります。 

Auto : DTS - ES フラグ （ DTS - ES の識別信号）がある 
DTS ソースの場合、自動的に DTS-ES Discrete 目.1、 
もしくは DTS-ES Matrix 目.1に切り換わります。フラグ 
がなければ、 DTS 再生になりまず。 

On : DTS - ES フラグがあれば、自動的に DTS-ES 
Discrete 目.1もしくは DTS-ES Matrix 6.1 に切り換わ 
りまず。フラグがない場合でち、強制的に DTS-ES 
Matrix 目.1再生になります。 

Off : DTS - ES フラグがあっても、 DTS - ES 再生は行い 
ません（常に DTS 再生になります）。 


• Dolby Digital (マルチチヤンネル）ソース再生時 

サラウンドバックスピーカーを使用しているとさ、 
Dolby Di 邑け al ソースをマト U ックス日.1チヤンネル再生 
ずるかどラかを設定します。 

ボタンを巧すごとに 、 Dolby Digital EX の Auto (自動 
切り換え）一加一日 ff が切り換わります。 

Auto : EX フラグ （Dolby Di 旨 ital の識別信号）があるソー 
スの場合、自動的に Dolby Digital EX 再生になります。 

EX フラグがなければ 、 Dolby Digita 昭生になります。 
On : EX フラグがあれば、自動的に Dolby Digital EX 再 
生になります。 EX フラグがない場合でも、強制的に 
Dolby Digial EX 再生になりまず。 

Off : EX フラグがあっても 、 Dolby Digital EX 再生を巧 
いません（通常の Dolby Di 旨け al 再生になります）。 

ただし、サラウンドチヤンネルがモノラルまたは無しの 
ときは、上記の設定にかかわらず、通常の Dolby Digital 
再生になります。 
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リスニングモードを使ラ 


• Dolby Digital (2 チヤンネル）ソース再生時 

ボタンを押ずごとに 、 Pro Logic II Movie と Pro Logic II 
Music が切り換わりまず。 

• Analo 旨/ PCM ソース再生時 

ボタンを押ずごとに 、 Pro Logic II Movie-^Pro Logic II 
Music 一 DTS Neo 6: Cinema-^DTS Neo 目; Music び 
切り換わります。 

Speaker ConfigJ の設定で、サラウンドスピーカー 
を 「 None 」 にしているときは 、 DTS Neo 目; Music は選 
ベません。 

ALL ST (リモコンのみ） ：現在のソースの再生している入 
力信号の U スこングモードを All Ch Stereo に切り換えまず。 
[Input Setup 」 （陪42ぺージ）で設定したリスこング 
モードも All Ch Stereo に変ねります。 

DSP :現在のソースの再生している入力信号の U スこング 
モードを次のよラに切り換えます。 

日 「 chestra 一 Unplu 呂旨 ed 一 Studio Mix-^TV Logic 一 All 
Ch Stereo 一 Orchestra 

「Input Setup 」 （陪 42 ぺージ）で設定したリスこング 
モードち変わります。 


シネマフィルター (CinemaFILTER 機能）について 


CinemaFILTER 機能は、高音域び強調された映画のヴウン 
ドトラックの高音域のレベルを ホームシアター 用に補正する 
機能です。この機能は、フ□ントス ピーカーからの サウンド 
の高音域が強すぎる場合に設定します。 

CinemaFILTER の設定は 、 Dolby Di 旨 ital、Dolby Digital 
EX、Dolby Pro Logic II Movie 、 DTS 、 DTS-ES 
Discrete 日.1、 DTS-ES Matrix 日.1 、 DTS Neo ; 日 
Cinema 、 または AAC の各モードの場合のみ有効となりま 
す。 

リモコンの CINE FLTR ボタンを巧ず。 

現在の設定が表示されます。ちラー度巧すと設定が切り換わ 
0ます。 

On :シネマフィルター機能び働きまず。 

Off ： シネマフィルター機能は働きません。 


ご注意 


Dolby Pro Logic II Movie、DTS Neo : 6 Cinema 、 
Dobly Digital 、 DTS 、 AAC はマルチチヤンネル再生時のみ 
有効です。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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▲/▼/◄/► 


入力切り換えボタン 


▲/▼/◄/► 


ここで斤ラ設定は入力切り換えボタンで現在選択している 
ソースに 巧して有効です。 

本機に接続したさまざまな再生機器からの入力信号に巧して 
設定を行います。 

操作手順 

1. 入力切り換えボタンで設定したい入カソースを選ぶ 

2. MENU ボタン（本体）または SETUP ボタン（リモコ 
ン）を巧ず 

メイン;><ニ ユーが 表示されまず。 

3. ▲/ ▼ボタンを巧して「4. Input Setup 」 を選び 、 ENTER 
ボタンを巧ず 

インプットセットアップこユーが表示されまず。 


み古古ホホホホホホおたおた ’ 

1 .SpeaKer Coring 
2 .SpeaKer Distance 
j.Level Calibration 

4.Input Setup 

5.0 SD Setup 
6.Preference 


の团 I ENTER I Quit: I SETUP | 



a . Digital Input (デジタル入力） 

U アパみレのデジタ J レ入力端テを入カソースに割り当てます。 
たとえば、フ□ントパネルの入力切り換えボタンで CD を選 
択し、巳 D プレーヤーを□に rrAL INPUT ( OPTICAL ) 1端 
テに接続している場合、ここで roPTi 」 を遅択します。入 
力切り換えボタンで選択した機器をデジタル入力端子に接続 
していないときは、 r -— 」を還択します。 

0 PT 1、 2 :デジタル機器を D に ITAL INPUT (OPTICAL 1 
または 2) 端子に接続している 

COAX :デジタル機器を DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 
端テに接続している 

…:デジタル機器をデジタル入力端テに接続していない 


ネリ期設定は下の表のようになっています。 


入カソース 

デジタル入力 

CD 

COAX 

TUNER 


TAPE 

—- 

DVD 

OPT 1 

VIDEO1 

—- 

VIDEO 2 


VIDEO 3 

OPT 2 


:初期設定では割り当てられていません。 


ごミ主意 


入カソースが VIDE 日4のときは、フ□ントパネルの光デジ 
タル入力固定ですので、設定でさません（項目が表示されま 
せ/ U ) 。 




4. ▲/ ▼ボタンを巧して設定したい項目を選び、◄/►ボタン 
で値を選ぶ 

RETURN ボタンを押すと インメニュー画面に戻ります。 
SETUP ボタン（またはリモコンの MENU ボタン）を巧すと 
こユー表示を終了します。 


RETURN - 




SETUP 


MENU 


RETURN 




入カソースごとの設定 （Input Setup ) 



ン 

夕 

ボ 

を 

換 

D 

切 

力 

入 
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入カソースごとの設定 （Input Setup ) 


b . Digital Format (デジタルフォーマット） 

割り当てたデジタル入力端テに、優先して検出を行ラデジタ 
ル信号を設定します 。 「Digital Input 」 の設定で「…-」を 
選択した場合、この項目は表示されません。 

初期設定は 「 All 」 でず。通常は 「 All 」 に設定しておさます 
び、入力信号のフォーマットに合わせて変更できます（たと 
えば、ある特定のソースの入力信号フォーマットだけしか再 
生しない場合など）。 

All :入力信号のフォーマットを自動的に検出します。選 
択したソースび使用する信号フォーマット（ドルビーデ 
ジタル、 DTS 、 PCM 、 AA 巳）び自動的に検出され、必 
要なデコード処理び行われまず。 

DTS : DTS 信号のデコード処理を行5とさに選択しま 
す。デコード処理び行われるのは、 DTS 信号び入力され 
たとさだけです。 

PCM : PCM 信号のデコード処理を行5とさに選がしま 
す。デコード処理び行われるのは、 PCM 信号び入力され 
たとさだけです。 


ごま意 


.「 All 」 を選がして PCM 信号を再生ずる場合、 CD や LD の 
早送り後の再生時に音飛びび発生することびあります。 
その場合は、設定を 「 PCM 」 に変更してくださし、。 

.「 DTS 」 を選択しているときは 、 AUDIO SELECTOR ボ 
タンで 「 Auto 」 を選択していてを DTS 信号び入力され 
ていない場合は、 Anal □目に切り換わりません。 


DTS についてのごま意 

. DTS フォーマットで記録された CD や LD を 「 Analog 」 
や 「 PCM 」 の設定で再生すると、 DTS エンコード信号 
をそのまま再生するため、ノイズび出力されます。この 
ノイズを再生すると、アンプやスピーカーにダメージを 
与える恐れびありますので 、 DTS ソースを再生するとき 
はおずデジタル （ OPT に AL / COAXIAL ) 入力端テに接 
続し、 「 All 」 または 「 DTS 」 モードの設定で再生して 
<ださい。 

. DTS フォーマットで記録された CD や LD を 「 All 」 モー 
ドの設定で再生ずると、 本機び最初の DTS エンコード信 
号を識別して DTS デコーダーを作動するまでの短時間、 
ノイズび発ちする場合びありますび、これは故障ではあ 
りません。 

. DTS ソースを再生している時にプレーヤー側でポーズや 
スキップなどの操作をすると、ごく短時間ノイズび発生 
する場合びありますび、これは故障ではありません。こ 
のよラなとさは DTS モードにして再生してみてくださ 
し、。 

. DTS ソースを再生しているときには、本機の DTS インジ 
ケーターび点灯します。 DTS ソースの再生び終了してプ 
レーヤーからの DTS 信号び止まってを、 DTS モードのま 
まとなり DTS インジケーターび点なしたままとなりま 
す。これは、プレーヤー側で行ラポーズやスキップなど 
の操作時に発生するノイズを防止ずるためです。このた 
め、 DTS 信号から PCM 信号に急に切り換わるソースで 
は、 PCM 信号びすぐには再生されない場合びあります。 
このよラなとをには、プレーヤー側でいったんソースの 
再生を約3砂 L ソ上中断し、再び再生を行ラと正常に再を 
されまず。 


. 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接 
続をしてを正しく DTS 再生びでさない場合びありまず。 
デジタル出力に何らかの処理（出カレベル調整、ヴンプ 
1」ング周波数変換、周波数特性変換など）び行われてい 
ると、本機では正しい DTS データとみなすことびできな 
いからです。このよラな処理を行いなびら DTS ソースを 
再生すると、ノイズを発をしてしまいまず。 

. 本機の VIDEO 1 OUT、VIDEO 2 OUT、TAPE OUT の 
さ出力端テはアナ□グ音声を出力しています。このた 
め、 DTS フォーマットで録音された CD や LD を録音しよ 
うとする場合、 DTS エンコード信号をそのままノイズと 
して録音することになりますので、アナ□グ録音はしな 
いで < ださい。 

.「 P 巳 M 」 を逞択して DTS フォーマットの CD や LD を再 
生した場合、ノイズだけび出力されまず。 DTS フォー 
マットの信号を再生する場合は、おず 「 All 」 または 
「 DTS 」 を選択してください。 

C . Multichannel (マルチチヤンネル） 

入カソースび DVD のとさのみ設定でさます。 

マルチチャンネル音声出力を備えた DVD プレーヤーを接続 

したときに 「 Yes 」 に設定します。初期値は 「 Yes 」 です。 

再をするときは 、 AUDIO SELE 巳 TOR ボタンで Multich を 

選んで < ださい。 

d . Component Video (コンポーネントビデオ） 

COMPONENT VIDEO 入力端子、または04 VIDEO 入力端 

テ （1 または 2) のいずれかに機器を接続した場合は、ここ 

で入力の設定を行ラ必要びあります。 

入カソースび DVD 、 VIDEO 1 〜 VIDEO 4のとをに設定でさ 

よ 9 〇 


ネリ期設定は下の表のようになっています。 


選択中の ソース 

コンポーネント映像入力 / D 4 映像入力 

DVD 

INPUT 1 

VIDEO 1 

INPUT 2 

VIDEO 2 

INPUT 2 

VIDEO 3 

INPUT 2 

VIDEO 4 

INPUT 2 


e . IntelliVolume (インテ U ボ U ューム） 

を入カソース間の音量差をなくす補正をしておくことびでを 
よ9 〇 

接続している機器やソースによって出カレベルび異なるた 
め、入力を切り換えたときに同じボ U ューム位置にしていて 
も音び大きかったり、ルさすざたりして、そのたびにボ 
U ュームで音量調整をし直さなければならないことびありま 
す。そのよラな不都合をお消するため、さ入カソースの補正 
をあらかじめ行うことびできます。他の機器よりを出カレべ 
ルび低い場合は►ボタンで dB 値を上げ、高い場合は◄ボタン 
で dB 値を下げまず。 

- 1 2 d 巨〜+1 2 d 巨の範囲で調整できまず。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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入カソースごとの設定 （Input Setup ) 


f . Analog/PCM Source (アナ□グ / PCM ) 

アナ□グ ソース 時、または PCM ソース 時のリスこング モー 
ドを設定します。 

アナ□グソースには、レコード、 AM / FM 放送、カセット 
テープなどがあります 。 PCM (パルスコードモジ ユレ ー 
シヨン）は一種のデジタル音声信号で、圧縮を行わずに CD 
や DVD に直接記録されまず。 

g . PCM fs 9 色 kHz Source 

9 目 kHz のサンプリングレートで記録されたデジタル PCM 
ソースのときのリスこングモードを設定します。 


ご ミ 主意 


[Digital Input 」 の設定で f —- J を選択しているときは、 
この項目は表术されません。 


h . Digital Format Source (デジタル フォー マット） 

Dolby Digital . DTS 、 AAC ソース時のリスこングモードを 
設定します。 


ごを意 


[Digital Input 」 の設定で f —- J を選択しているときは、 
この項目は表术されません。 


入カソースと設定できるリスニングモード 


入力信号の種類 

ANALOG/PCM 

PCM fs 二 白色 kHz 

Digital Format 


(2ch) 


Dolby Digital 
{ マルチチヤンネル） 

DTS 

{ マルチチヤンネル） 

AAC 

( マルチチヤンネル） 

2 チヤンネル 
ソース 

代表的なソース 

リスニングモード \ 

カセットテープ、 CD、MD 
レ ]- ド、 FM/AM/TV 放送 
DVD(Stereo) 、 LD 、 

目 S デジタル放送 (Stereo) 
ビデオテープ 

DVD 

(96k/24bit) 

DVD 

DVD 

DTS-CD 

巨 S デジタル 
放送 

DVD 

BS デジタル放送 

Direct 

♦ 

♦ 





Pure Audio 

♦ 

♦ 





Stereo 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

Dolby Pro Logic II 

♦ 






Dolby Digital 



参 




Dolby Digital EX 



参 




DTS Neo : 目 

♦ 






DTS 




♦ 



DTS-ES Discrete 




♦ 



DTS-ES Matrix 




♦ 



AAC 





♦ 


Orchestra 

♦ 






Unplug 呂 ed 

♦ 






Studio-Mix 

♦ 






TV Logic 

♦ 






All 加 Stereo 

♦ 







* DTS ソースのと をは選べません。 


ごま意 


「Speaker Confi 良」の設定や入力信号フオー マツ トによつては、上表のずべてのリスニングモードを選べないことがありまず。 
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OSD の設定/その他の設定 


オーエスディー 


プ U 7 アレンス 

0SD セットアップ 


Preference 


OSD (オンスクリーンディスプレイ） X こューの表示方法 
をカスタマイズでさます。 

メニューを表示ずるには 

1. メインメニューを表おさせる 

2. ▲/ ▼ボタンを巧して「瓦 OSD Setup 」（ OSD セット 
アップ）を選び、 ENTER を巧ず 

日 SD セツトアップこユーが表示されまず。 


* M 户 nu ***"^********** 

1 .Speaker Config 
2 .Speaker Distance 
3.Level Calibration 

4■ Input Setup_ 

5.0 SD Setup 
6.Preference 


田面 I ENTER I Quit: I SETUP| 


5.0 SD Setup 


a. Background Color 
_ : Blue 咖 

b. Immediate Display 

: Normal 0E 

c. OSD Output : Video 0® 


m 面 


Quit: SETUP 


a . Background Color (背景色） 

日 SDX ニューを表示する時の背景色を 、 Blue (青）、 
Green (緑 ）、 Magenta (紅色 ）、 Red (ホ）の中から選 
おしまず。 

b . Immediate Display (同時表お） 

Off :同時表示をしません。 

Normal : 4 : 3のテレビ画面に合わせて、ち下隅に操作 
した時の関連情報を表示しまず。 

Wide :1 目： 9のテレビ画面に合わせて、ち下隅に操作 
した時の関連情報を表示しまず。 


VIDEO 1 


メニューを表示ずるには 

1. メインメニューを表示させる 

2. ▲/ ▼ボタンを巧して「6. Preference 」 （プリファレ 
ンス）を選び、 ENTER を巧ず 

プリファレンスメこユーが表示されます。 


•k ***********"^"^"^ 

1 .Speaker Config 
2 .Speaker Distance 
3.Level Calibration 
4.Input Setup 

5.OSD Setup_ 

[ 6.Preference 


m 面 I ENTER I Quit: I SETUP| 


Msnu ***************** 


6.Preference 


a.Headphones Level 

: OdB 咖 


函面 Quit : I SETUP I 


a . Headphones Level 

スピーカーで聞くとさと へッ ドホンで聞くとさとで音量差が 
あるときに、ヘッドホンの音量を微調整できます。一 12 d 目 
〜+ ] 2 d 目の範囲で微調整します。 


「 Off 」 に設定すると映像信号がない時でち背景色は表示さ 
れません。 

C . 0 SD Output ( OSD 出力） 

日 SD >< こユーの出力先を設定します。 

VIDEO : モニター ( TV またはプ□ジエクター)を本機 
の VIDE 日日 UT 端子に接続しているときに選びます。 

S VIDEO : モニター ( TV またはプ□ジエクター)を本 
機の S VIDEO 日 UT 端テに接続しているときに選びます。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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オーデイオアジャスト（音芦信号に関する設定) 


AUDIO ADJUST 





▲/▼/◄/► 

AUDIO ADJUST 


U スニングモードや入力信号により調整でをるパラメーター 
び表示されます。 

操作手順 

1 .AUDIO ADJUST ボタンを巧す 

モニターと表示部にオーディオアジャストメニューび表 
示されます。 


ぅ Bass : OdB 

Treble : OdB 



ごま意 


現在選ばれている U スこングモードや、入力されている信号 
により、表示されない（設定でをない）項目があります。 
(原4 己ぺージ） 

2. ▲/ ▼ボタンで設定したい項目を選ぶ 

3. ◄/ ►ボタンで パラメーターを 選ぶ 


項目 

パラメーター 

初期値 

Bass 

-12 〜 +12 

0 

Treble 

-12 〜 +12 

0 

Subwoofer(A/PCM) On. Off 

On 

Late Night 

Off 、 Low、High 

Off 

Multiplex 

Main+Sub 、 Main. Sub 

Main 

Center Ima 呂 e 

日、 1 、 2 、 3 、 4 、己 

3 

Panorama 

加 、 Off 

Off 

Dimension 

日、 1 、 2 、 3 、 4 、己、目 

3 


Center Width 日、 1 、 2 、 3 、 4 、己、目 、7 3 


Bass、Treble (バス、トレブル） 

低音 （ Bass ) または高音 （ Treble ) の強謂を2単位で調整 
しよ9 〇 

Bass 、 Treble の調整はフ□ント L / R のみ有効です。 


ごミ主意 


U スニングモードで Direct または Pure Audio を選んでいる 
とさは、この項目は設定でさません。他のリスニングモード 
を選んでください。 

Subwoofer (サブウーファー） 

に peaker 巳 onfi 有」で 「 Subwoofer 」 を 「 Yes 」 にしてい 
てを、 Anal □吕 / PCM ソースの場合のみサブウーファーから 
の出力をオフにすることびでをます 。 「Speaker Confi 旨」 
の 「 Subwoofer 」 で「 N0 」を選択した場合は表示されませ 
ん。 

Late Night (レイトナイト） 

劇場用に作られた映画音声は、大きな音とルさな音の差（ダ 
イナ5ックレンジ）び大さいため、環境音や人の会話などの 
ルさな音を聞こラとすると、かなり音量をあげる必要びあり 
ます。このパラメーターは、ダイナミックレンジをルさく 
し、全体の音量をあげずにルさな音ち聞こえるよラに調整し 
ます。特に夜中などに音量を絞って映画を鑑賞ずるときに役 
立ちます。 「 Off 」「 Low 」「 High 」 の設定び可能です。 

Off :レイトナイト機能をオフにします。 

Low :ダイナミックレンジをルさくします。 

High :ダイナミックレンジをさらにルさくしまず。 

•レイトナイトは、ドルビーデジタルソフトでのみ有効で 
ず。 

-レイトナイトの効果は、ドルビーデジタルソフトによっ 
て巧まっているため、ソフトによっては効果び少なかっ 
たり、効果びない場合もありまず。 

Multiplex (マルチプレックス） 

目 S デジタル放送などで、 MPEG -2 AAC 音声多重放送を再 
生しているとさに、音声を選びます。 「 Main 」 は主音声、 
「 Sub 」 は副音声、 「 Main + Sub 」 は、主音声と副音声で 
す。 
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オーディオアジャスト（音声信号に関ずる設定) 


Center Image (センターイメーシ） 

DTS Neo : 日は、2チヤンネルの PCM またはアナ□グソース 
からセンターチヤンネルをを成します。 

Cinema モードの場合は、左ち2チヤンネルからなる映画のヴ 
ウンドトラックについて、左チヤンネルとちチヤンネルから 
差し引いたサウンドを集めてセンターの音像を構成します。 
Music モードの場合は、センターチヤンネルを使ってフ〇 
ントの音像を増強しつつ、ステレオ音声の元の音場を保ちま 
す。この際、フロントのさチヤンネルではフロントの音像を 
強く浮かび上びらせることよりも、フロントの音像を安定さ 
せることに重点び置かれます。そのため、左ちのさチヤンネ 
ルから差し引いたサウンドだけでセンターび生成されること 
はありません。 

Center Image は、左ものチヤンネルからどの程度サウンド 
を差し引くかを調節しまず。0から已までの巨段階で設定で 
さ、巧期設定は3になっています。 

Center Image を己に設定した場合、左ものチヤンネルからヴ 
ウンドは差し引かれません 。 Center Image を0に設をした場 
合は、左ちの各チヤンネルから八ーフレベル （一6 dB ) で差 
し引かれます 。 Center Image の設定を変更してを、センター 
チ ヤンネル出力 I こ送られる信号レベルには影響ありません。 

U スニングポジションとお好みに合わせて巳 enter Image を 
設定します。已に設定した場合は、元のステレオ音声のバラ 
ンスのまま出力されます。0に設定した場合は、より中央に 
寄った感じになり、特に U ス ニングポジションび中央からか 
なりずれている場合に有効です。どの設をの場合ちセンター 
スピーカーび 音像の中央となりまず。 

Center Image は 、 U スニングモードび DTS Neo : 已 Music 
のとさのみ有効です。 

Pro Lo 邑 ic II Music Panorama 
(プ□□ジック II ミユージックバノラマ） 

前方の音場を横方向まで広げることびでをます。 

On : PL II Music Panorama 効果をオンにしまず。 

Off : PL II Music Panorama 効果をオフにしまず。 
Panorama は、 U スニングモードび Dolby ProLogic II Music 
のとさのみち効です。 


Pro し 〇巨 1C II Music Dim 已 nsion 
(プ□□ジック II ミュージックディメンション） 

音場を前ちあるいは後ちに少しずつ調整できます。 

3を中むに、乙、1、0にすると前ちへ、4、已、6にすると 
後方へ移動します。 

録音に広びり感びありすざたりサラウンドび強すざる場合、 
良好なバランスを得るためには、音場を前ちに調整します。 
逆に、ステレオ録音びいくぶんか「モノラル」あるいは「狭 
しり感じの音である場合、より包み込まれるようにするため 
には後方へ調整します。 

Dimension は 、 U スニングモードび Dolby ProLogic II Music 
のとさのみ有効です。 

Pro Logic II Music Center Width 
(プ□□ジック II 5 ュージックセンターウイズス） 

プ□ロジック II デコーディングでは、顕著なセンター信号は 
センタースピーカーからのみ出力されることになります。セ 
ンタースピーカーびない場合、デコーダーはセンター信号を 
フ□ント左ちスピーカーに等分に振り分け、「フアントム」 
センター音像を創り出しまず。 

センターウイズスは、センター音像びセンタースピーカーか 
らだけ、あるいはフアントム音像としてフロント左ちスピー 
力一からだけ、 あるいは種々の割合で兰つすべてのスピー 
カーから聞こえるよラに、センター音像の可変調整をでさる 
よラにします。家庭のユーヴーにとって、少量の「幅(ウイ 
ズス)」をセンター信号に適用する事はセンタースピーカー 
とメインスピーカーの配合を改善し、 センターの音像幅、す 
なわち「重量」感に影響をちえます。ステレオ再生用に処理 
された多くの音楽録音はこのコント□ールを使ってよりよい 
音になります。したびってミュージック（音楽）モードに巧 
して位置「3」の値を使用するコント□-ルに設定すること 
をおすすめします。これはまた、自動的にコント□ールを位 
置「0」にプ U セットされるプ□□ジック II ムービ ー( 映 
画）モードとプ□ロジック II 5ュージックモードを区別する 
のにも役立つことになります。 

Center Width は、 U スニングモードび Dolby ProLogic II 
Music のとをのみ有効でず。 


リスニング モー ドと設定でをる パラメーター 


パラメーター 

U スニングモード 

Tone 

Contol 

(Bass 、 

Treble) 

Subwoofer 

( アナログ / 

PCM 時のみ） 

LATE 

NIGHT 

Center 

Image 

Panorama 、 

Dimension 、 

Center 

Width 

Multiplex 

Direct 







Pure Audio 







Stereo 

♦ 

♦ 





Dolby Pro Logic II 

♦ 

♦ 

♦*1 


♦*s 


Dolby Digital 

♦ 


♦ 




Dolby Digital EX 

♦ 


♦ 




DTS Neo:6 

♦ 

♦ 


♦巧 



DTS 

♦ 






DTS-ES Discrete 

♦ 






DTS-ES Matrix 

♦ 






AAC 

♦ 





♦*4 

Orchestra 

♦ 

♦ 





Unplu 呂呂 ed 

♦ 

♦ 





Studio-Mix 

♦ 

♦ 





TV Logic 

♦ 

♦ 





冉 II CH Stereo 

♦ 

♦ 






Dolby Di 居 ital のときに有効でず。 

DTS Neo :6 Music のときに有効でず。 


Dolby Pro Logic II Music のときに有効でず。 
AAC (音声を重）のときに有効でず。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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録音-録画ずる 


あなたが録音したものは、個人として楽しむほかは著作憲法上、権利ちに無断で使用できません。 



ごま意 




入力切り換えボタン——〇 〇 0 0 

10 0 0 0 


い-—)もイ f 

C ".'1 い -， > か 。, J 


■ ONKYO 一 


-サラウンド効まは録音されません。 

• DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) および□に ITAL INPUT 
( OPTICAL ) のさ入力端子から入力されたデジタル信 
号は 、 DIGITAL OUTPUT ( OPTICAL ) の出力端子か 
らのみ出力されます。 

-デジタル信号の録音-録画については制約びあります。 
デジタル録音されるとをは、デジタル録音機器 （ MD レ 
コーダーや DAT など）の取扱説明書をご覧ください。 

• マルチチャンネル音声は録音でさません。 

-録音•録画中にソースを切り換えると、新しく還択され 
たソースからの信号び録音-録画されます。 

. デジタル音声入力はデジタル音声出力にのみ、アナ□グ 
音声入力はアナログ音声出力にのみ出力されまず。 


音楽や映画を再生しなが5録音-録画する 


現在再生中の音楽や映画を録音' 録画しまず。 

1. テープデッキ、ビデオデッキなどの録音•録画機器に録 
音-録画用のテープを入れる 


2. 入力切り換えボタンを巧して、録音•録画ソースを還ぶ 


◎- ◎-© MD -© 

VCR 


TAPE TUNER 



3. ソース機器を再生し、録音•録画機器で、録音•録画を 
始める 
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Rl オーディオコント□ール端子付きテレビとの 
連動について 

本機 （ TX - SA 60 0) は、が部才ーディオ機器をコント□ールずるための R けーディオコント□-ル端テを持つテレビと接続ず 
ると、なのよ3な動作び可能になりまず。 

-テレビの電源を入れると TX - SA 600ち自動のに電源び入り、入力が VIDEO 3に切り換わります。 

また、電源を切る（スタンバイにずる）と、 TX - SA 臣〇〇も自動的にスタンバイ状態*になりまず。 

* TX - SA 日00で化の入力を選んでいる場合は、スタンバイ状態にはなりません。 

-テレビに付属の U モコンで TX - SA 色00の音量調整、ミューティング（消音）ができまず。 

このとき、テレビの音声は消'えまず。 

- TX - SA 色00のみをスタンバイにずると、テレビはついたままで音び復帰し、テレビに付属のリモコンでテレビ側の機能 
(音量調整、消'音）をコント□-ルできるようになりまず。 


連動動作可能なテレビについては、テレビのカタ□グや取扱説明書で、 RI オーディオコントロール端子び付いているかどラ 
かをごお認ください。 

※ま芝製テレビにて対応開始 （2002 年5月）予定です。 


イラストにしたびって、接続をしてください。 
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ONKYOe 

AV AMPLIFIER 

TX-SA 600 




(= ニプラグ） 

モノラルオーディオコード 

オーディオ用ビンコード 
(ステレオオーディオコード） 

光デジタルケーブル 
(おフアイバーケープル） 


接続用のケーブルやコードについては、対応しているテレビの取扱 
説巧書をご覧ください。 



グィ皿の片 

- 



1. テレビの音亩出力（才ーディオ出力ち/左）端テと TX - 
SA 600の VIDEO 3音亩入力 （VIDEO 3 IN L/R ) 端モ 
を接続する 

2. モノラルオーディオコードでテレビの RI 才ーディオコン 
卜□-ル端テと TX - SA 巨00の R I 端テを接続する 

3. テレビの光デジタル音声出力端テと TX - SA 巨00の 
DIGITAL INPUT OPTICAL 吕端モを接続ずる 

テレビに光デジタル音声出力端子びない場合は、接続す 
る必要びありません。 

※口!端子に他のオンキヨー製品をつないでいるとさは、そ 
のオンキヨー製品の RI 端子とテレビの RI オーディオコン 
トロール端子を接続してください。複数のオンキヨー製 
品を RI 接続したいときち同様に、順送りに RI 端モどう 
しをつないで、最後の RI 端テとテレビの阿オーディオコ 
ント□ール端テを接続してください。 


音楽/映画を 
鑑賞をずる 
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U モコンを使 5 


はじめに 

本機のリモコンで、接続した機器び操作できます。 

接続した機器を操作するには、はじめにモードボタンで操作 
ずる機器を選び、次にち操作ボタンを押します。たとえば 
CD プレーヤーを操作するには、 CD MODE ボタンを押して 
から、 CD 操作ボタンを押しまず。 



オンキヨー製チューナーを操作ずる 


あらかじめチューナーは R I 接続しておいてください。 
(1^24 ページ） 

1. RCVR MODE ボタンを巧ず 

RCVR MODE ボタンび緑色に点灯します。 

2. TUN ボタンを巧す 

3. 各操作ボタンを巧ず 


操作ボタン 

CH */= :プ U セツトま号を還ぶ 

下記のボタンも操作することびでさます。 
VOLA /? :本機の音量調整 
MUTING :本機のミューテイング 


RCVR MODE 
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オンキヨー製テープデッキを操作する 


あらかじめテープデッキは RI 接続しておいてください。 

(陽 ■ SA ページ） 

1. RCVR MODE ボタンを巧ず 

RCVR MODE ボタンび緑色に点灯します。 

2. 各操作ボタンを巧ず 

左の図にグレーで示したボタンび、テープデッキ操作用 
のボタンです。 

操作ボタン 

た：再生 
□:停止 
<3:巻戻し 
に> :早送り 

に3:再生中に押すと、なの巧の始めにスキップずる 

に3 :再生中に押すと、現在再生中の巧の始めにスキップす 

る 

REC :録音/一時停止 
四：1」バース 再生 

下記のボタンも操作することびでさます。 

VOLA/y :本機の音量調整 
MUTING :本機のミューテイング 


ごを意 


録音状態によってはに]/に3ボタンを押したとさに正しく動 
作しないことびあります。 







































u モコンを使ラ 



オンキヨー製 CD プレーヤーを操作する 


あらかじめ C □プレーヤーは RI 接続しておいてください。 

(陽^24ページ） 

1. CD MODE ボタンを巧す 

CD MODE ボタンび緑色に点灯します。 

2. 各操作ボタンを巧ず 

左の図にグレーで示したボタンび、 CD プレーヤー操作 
用のボタンでず。 


操作ボタン 

ON : C □プレーヤーの電源オン/オフ （ STANDBY ボタン 
ち同じ働をです） 

DISCh > : CD チェンジャーのディスクの逞択 
に3 :トラックダウン 
に3:トラックアップ 
た：再生 
□:停止 
ぐ3 :早戻し 
CO :早送り 
四：一時停止 

全：ディスクトレイの開閉 
RANDOM :ランダム再生 
0. 1 か 69, +10 :数字ボタン 

下記のボタンも操作することびでさます。 

V 0 L A/V :本機の音量調整 
MUTING :本機のミューテイング 


オンキヨー製 MD レコーダーを 操作する 



あらかじめ MD レコーダーは RI 接続しておいてください。 

(陽^24ページ） 

1 .MD MODE ボタンを巧ず 

MD MODE ボタンび緑色に点に[しまず。 


吕.各操作ボタンを巧ず 


左の図にグレーで示したボタンび MD レコーダー操作用 
のボタンです。 


操作ボタン 

ON : MD レコーダーの電源オン/オフ （ STANDBY ボタン 
ち同じ働さです） 

に3 :トラックダウン 
に3 :トラックアップ 
〇 :再生 
□:停止 
ぐ3 :早戻し 
K > :早送り 
REC :録音 
四：一時停止 
±:取り出し 

1か S 9, 0，-/…： 数字ボタン 
ENTER :決定 


U 

モ 

□ 

ン 

を 

使 

ラ 


下記のボタンも操作することがでさます。 
V 0 L A/y :本機の音量調整 
MUTING :本機のミューティング 
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リモコンを使う 



オンキヨー製 DVD プレーヤーを操作ずる 


あらかじめ DVD プレーヤーは RI 接続しておいてください。 
(陸'24ぺージ） 

1. DVD MODE ボタンを巧ず 

DVD M 日 DE ボタンが緑色に点灯します。 

2. 各操作ボタンを巧ず 

左の図にグレーで示したボタンが DVD プレーヤー操作用 
のボタンです。 

操作ボタン 

ON : DVD プレーヤーの電源オン/オフ 
STANDBY : DVD プレーヤーの電源オフ（このボタンが働 
かない塌合は、日 N ボタンを押して DVD プレーヤーをスタン 
バイ状態にして下さい） 

SETUP :セットアップメニュー表示 
A/v/</> : DVD プレーヤー日 SD の力ーソル移動 
ENTER : DVD プレーャ ー OSD の決定 
RETURN : DVD プレーャ ー OSD の I 」夕ーン 
TOP MENU/MENU :トップメ ニ:!一 または; こ:！一 表示 
D 旧 C */— : DVD チェンジャーのディスク選択 
AUDIO SEL ： 音声言語の選択 
ANGLE :力ラアングルの選択 
SUBTITLE :字幕の選択 
SEARCH : サーチ 
RANDOM :ランダム再生 
に3 :チャプター/トラックダウン 
に3:チャプター/トラックアップ 
〇:再生 
□:停止 
<つ：早戻し 
早送り 

四：一時停止 

全：ディスクトレイの開閉 
0, 1 か S 9，+10: 数字ボタン 

下記のボタンも操作することがでさます。 

V 0 L A/y :本機の音量調整 
MUTING :本機のミューティング 


ごミ主意 


DVD プレーヤーを R I 接続していないとき、または R 喘子の 
ない DVD プレーヤーを操作するときは、リモコンコードを 
記憶させる必要びあります。批已1ぺージ） 
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リモコンコードを記憶させる 


U モコンコードを記憶させるには、次の3つのち法びありま 
す。 

• 他機の U モコンコードを登録する 
. 他機の1」モコンから学習させる（》^已4ぺージ） 

. マク□機能を使ラ巳7ページ） 


他機のリモコンコードを登録する 

次ページのコード表を参照しなびら操作してください。 

1. 登録したい他機のメーカー名別コード （3 巧）を確かめ 
る•巧ぺージ） 


DISPLAY 



機器によっては、正しく操作できないことびあります。その 
場合は、「他機の U モコンから学習させる」54ぺ一 
ジ）のち法で学習させてください。 


吕.操作したい他機の電源を入れる （ DVD 、 チューナー、 
TV など） 

3. 登録したい MODE ボタンを巧しなが日、 D 旧 PLAY ボタ 
ンを巧し、両ちか S 指を離ず 

MODE ボタンを押ずと SEND /1_ EARN インジケーターび 
点巧し、 D 旧 PLAY ボタンを押すと消えます。 SEND / 
LEARN インジケーターび消えてから、指を離してくだ 
さい。指を離すと、 SEND / LEARN び再び点なします。 

4. 30秒 L ソ内に、3巧のコードを入力ずる 

SEND / LEARN インジケーターび、2回ゆっくり点滅し 
ます。3回すばやく点滅したとさは、登録に失敗してい 
るので、改めて手順3から操作してください。 

5. 登録したボタンを巧して、他機を操作ずる 

-ちし他機び操作でさないとさは、手順3に戻って登録を 
やり直して < ださい。 

-登録をやり直してを他機び操作でさないとさは、「他機 
の U モコンから学習させる巳4ページ）のち法でボタ 
ンごとにコードを登録してください。 

オンキヨー製 DVD プレーヤーのコードを登録するとをは 

次の3種類のコードま号びありまず。 DVD プレーヤーの使 
用方法に応じて、選んでください。 

No . 601/613 ：これらのコードでは、 RI 端子びついていな 
い、または RI 接続していない DVD プレーヤーを直接操作す 
ることびできます。まず「日01」を登録し、正しく動作しな 
いときは、「日1引にしてください。 

No . 600 :このコードでは、口1接続している0ソ0プレーヤー 
を操作ずることびでさまず。 U モコンは本機の U モコン受光 
部に向けて操作できます。初期設定は「600」になっている 
ので、そのまま使用するとさは設定の必要はありません。 
「日01」または r 己1引設定の状態から r 日00」設定に戻す 
ときに操作してください。 
























リモコンコードを記憶させる 


リモコンコード表 


ごを意 


複数のコード番号びあるとさは、]つ 
ずつ登録し、機器に合った方を選んで 
<ださい。 


DVD (DVD プレー 

ヤ -) 

プランドち 

コード番号 

DEMON 

602. 色 09 

HITACHI 

603 

」VC 

巨04 

KENWOOD 

巨〇已 

MAGNAVOX 

目0目. 613 

MARANTZ 

607 

MITSUBISHI 

608, 613 

ONKYO 

600,色01.色13 

PANASONIC 

609 

PIONEER 

巨10 

PROSCAN 

611 

RCA 

611 

SONY 

612 

TOSHIBA 

613 

YAMAHA 

目 09. 614 

ZENITH 

目 13. 目1已 

VCR (ビデオデッキ） 

プランドち 

コード番号 

AIWA 

300, 301,302 

AKAI 

3日 3. 3041 30已 
30色. 307 

BAIRD 

308 

巨 ELL&H 日 WELL 

309 

巨 LAUPUNKT 

310 

CGM 

31 1. 312, 313 

COLTINA 

314 

DAEWOO 

315, 316 

DIGITAL 

317 

EMERSON 

318, 319, 320 
321,322 

FENNER 

323 

FISHER 

324. 32己，326 
327 

FUJITSU GENERAL 

328 

FUNAI 

329 

GE 

330, 331 

GO VIDEO 

332. 33色，337 

GOLDSTAR 

333, 334 

GOODMANS 

33已 

GRUNDIG 

338 

HITACHI 

331,33曰， 

34日，341,382 

」VC 

342. 343, 344 
34已. 34色，347 
348, 349, 3已〇 

LOEWE 

3己！. 3已2 

MAGNAVOX 

3曰 3. 3已4, 3已已 

MITSUBISHI 

3曰色. 3已7, 3已 S 
359,360, 3色] 
362. 363, 364 

NEC 

3色已. 3巨色，367 

NOKIA 

313 

NORDMENDE 

3色 8. 369, 370 

OKANO 

371,372 

ORION 

319, 373 

PANASONIC 

374, 37曰，376 
377.378 

PHILIPS 

3曰 3. 379, 380 


PHONOLA 

311 

PIONEER 

381 

RCA 

382 

SABA 

383 

SAMSUNG 

384, 38 己， 386 
387, 388, 389 
390 

SANYO 

39], 392, 393 

SCOTT 

394 

SELECO 

39 已 

SHARP 

39 巨，397, 398 
399 

SHINTOM 

400 

SIEMENS 

401 

SONY 

402, 403, 404 
40 己，406, 407 
408, 409, 410 
411，412,413 
423 

SYMPHONIC 

414 

TEKNIKA 

414, 41已 

TELEFUNKEN 

416, 417 

TOSHIBA 

418, 419, 420 

WHITE 

WESTINGHOUSE 

333 

WATSON 

421 

ZENITH 

422 

TV (テレビ） 

ブランド名 

コード番号 

AIWA 

10 日 ，] 01 

AKAI 

102. 103,104 

AUDIOSON に 

10已 

巨 ELL&H 日 WELL 

106 

巨 LAUPUNKT 

107 

巨 RIONVEGA 

108,109 

CENTURION 

110 

COLTINA 

川，112,113 

CORONAD 

114 

CROWN 

1 15. 116 

DAEWOO 

1 17. 118,119 
120. 121 

DUAL 

122 

EMERSON 

123,124,125 
126. 127 

FENNER 

128. 129 

FERGUSON 

13 日， 131 

FISHER 

132 

FUNAI 

133,134,135 

FUJITSU GENERAL 

136,137,138 

GE 

13目，140,141 

GOLDSTAR 

142,143 

GOODMANS 

144 

GRUNDIG 

14己，14日 

HITACHI 

147,148,149 

1已〇 

HYPER 

1己] 

INNO HIT 

1已2 

旧 RADI 日 

103 

」VC 

1已3,154, ] 已日 

1已巨， ] 曰7 

KENDO 

1已8 

KTV 

1已目，160 

LUXOR 

1白] 

MAGNAVOX 

162. 163 

MARANTZ 

164 

MARK 

1白已 

MATSUI 

1日目， ] 目7, ] 目8 
169 

MITSUBISHI 

17 日 ，] 71，172 
173 

MIVAR 

174, ] 7已 

NEC 

176,177 


NOKIA 

178,179, 180 
181 

OCEANIC 

181 

NORDMENDE 

182.183 

OKANO 

1 已 2 

ORION 

184, 185,186 

PANASONIC 

187, 188,189 
190 

PHILIPS 

1 已ミ 162,191 

PIONEER 

192.193 

PROSCAN 

194 

QUASAR 

19 已 

RADIO SHACK 

19 巨 

RCA 

1 10. 141，197 
198,199, 200 

SABA 

182. 183, 201 

SAMSUNG 

202, 203, 204 
20己，20巨，207 
208 

SANYO 

20目，210, 211 
212 

SCHN 曰 DER 

103 

SEARS 

213 

SELECO 

214,引已 

SHARP 

216. 217 

SONY 

218. 219, 220 
221，222, 223 

SYMPHONIC 

224, 22已 

TELEFUNKEN 

20], 22巨，227 

THOMSON 

228 

TOSHIBA 

213. 22目 

UNIVERSUM 

230 

ZENITH 

23], 232 
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記憶させたリモコンで操作する 


ここでの操作をずる前に、あらかじめ U モコンコードを記憶 
させてください。巳1ページ） 



DVD プレーヤーを操作する 


已□ページの説明と同じ操作びでさます。 


ビデオデッキを操作する 


1. VCR MODE ボタンを巧す 

VCR MODE ボタンび緑色に点灯します。 

2. さ操作ボタンを巧ず 

左の図にグレーで示したボタンびビデオデッキ操作用の 
ボタンです。 

操作ボタン （U モコンコード記憶を） 

VCR の：ビデオデッキの電源を入/切（同時にモードび VCR 
に切り換わります） 

CH*/= :プ1」セット局の逞局 
TV/VCR :テレビ/ビデオの切り換え 
た：再生 
□:停止 
ぐ3:巻戻し 
:早送り 
四：一時停止 

011か59,+10 :数字ボタン 

下記のボタンも操作することびでさます。 

VO いの -. 本機の音量調整 
MUTING :本機のミューテイング 



テレビを操作ずる 


1.TV MODE ボタンを巧ず 

TV MODE ボタンび緑色に点打しまず。 


2. 各操作ボタンを巧ず 


左の図にグレーで示したボタンびテレビ操作用のボタン 
です。 

操作ボタン （U モコンコード記憶を） 

TV の： TV の電源を入/切（同時にモードび TV に切り換わり 
ます） 

CH 中/=:チヤンネル選択 

TV/VCR :テレビ/ビデオの入力切り換え 

011か69,+10 :数字ボタン 
ENTER :ミ央定 


广 


U 

モ 

□ 

ン 

を 

使 

ラ 


下記のボタンも操作することがでさます。 
V0LA/V :テレビの音量調整 
MUTING :テレビのミューテイング 
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他機のリモコンか！ 5 学習させる 




SEND/LEARN 

インジケーター 


MODE ポタン 


ENTER 


学習の手順 


他機のリモコンコードを本機の U モコンに学習させる場合、 
まずどの MODE ボタンにコードを学習させるかを選がしま 
す。転送元の機器に合った MODE ボタンを還ぶのび一般的 
です。たとえば CD プレーヤーの1」モコンコードを学習させ 
る場合は、 CD MODE ボタンを押しまず。 

使用する M 0 □ E ボタンび巧まったら、本機の U モコンのボ 
タンに他機の U モコンコードを1つずつ転送します。ち U モ 
コンコードは、それぞれ異なるボタンに登録します。巨つの 
MODE ボタン （RCVR、CD、DVD、MD、TV、VCR) 、 

2 つの MA 巳 RO ボタン （1 と 2) しソがは、どのボタンにち登 
録できまず。 

電池切れなどの理由で U モコンコードび消えてしまった場合 
のために、化機の1」モコンは大切に保菅しておいてくださ 
い。 

1. 他機のリモコンと本機のリモコンを、5~1已 cm 離して 
置< 


吕.学習させたい MODE ボタンを巧しなが日、 ENTER ボタ 
ンを巧し、指を離ず 


MODE ボタンを押すと SEND/LEARN インジケーターび 
点灯し、 ENTER ボタンを押すと消えます。 SEND/ 
LEARN インジケーターび消えてから、指を離してくだ 
さい。指を離すと、 SEND/LEARN び再び点なしまず。 

3. 登録ずる操作ボタンを巧して、指を離ず 

下記におしたボタンがなら、どのボタンに登録するこ 
ともできます。ボタンを押すと SEN □凡 EARN インジ 
ケーターび消え、指を離すと再び点なします。 

押すボタンを間違えたとさは、同じボタンをもラー度押 
してくださし、。 SEND/1_EARN インジケーターび2回点 
滅し、学習モードび解除されます。 



□:登録でをないボタン 


4. 他機のリモコンの登録したい操作ボタンを、 SEND / 
LEARN インジケーターび2回点滅ずるまで巧し続ける 

SEND/LEARN インジケーターは2回点滅したあと、再 
び点なします。 

5. 同じ MODE で別の操作ボタンを登録ずる場合は、手順3 
~4を繰り返ず 

別の機器の U モコンのコードを学習させるなど、異なる 
MODE ボタンを選んで登録する場合は、手順2〜4を繰 
り返します。 

6. 学習を終了ずる場合は、手順吕で選んだ MODE ボタンを 
巧ず 
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7. 登録したボタンで正しく操作できることを確かめる 




























他機のリモコンか5学習させる 


ご注意 


. 本機のリモコンは、オンキヨー製 CD プレーヤー 、子一 
プデッキ、 DVD プレーヤー、 MD レコーダー用のコード 
をずでに記憶しています。しかし、これらのボタンに他 
機のコードを記憶させることをできます。記憶内容を消 
モずると次ページ）、元の働をに戻ります。 

• 本機のリモコンには、学習エ U アとして318個（己モー 
ド X 已3 ボタン） のボタンびあります。ただし、他機 U モ 
コンのメーカーや機種によって、すべてのボタンに記憶 
させることびでさない場合びありますので、ボタンの優 
先順位を;夫めて学習させてください。 

.SEND/LEARN インジケーターびすばやく3回点滅して 
から消えたとさは、操作を失敗したか、タイムアウトの 
ため学習モードび解除されたことを示します。もラー度 
手順2から操作を始めてください。 

. 学習容量を超えた場合は、 SEND/LEARN インジケー 
ターび已回すばやく点滅し、学習モードび解除されま 
す。そのとさは、別の MODE ボタンを選んで操作してく 
ださい。 

. すでにコードび登録されているボタンに、新しいコード 
を記憶させるとさも、同じ手順で操作します。そのとさ 
は、新しいコードび上書きされます。 

. 本機のリモコンは、ほとんどのリモコンと同様に赤外線 
を利用しています。しかし、 U モコンによっては、転送 
システムの違いによってコードを転送できないものびあ 
0ます。 

- U モコンによっては、1つのボタンで複数の操作を実行 
させるをのびあります（たとえば、ボタンを押すたびに 
機能び切り換わるをのなど）。その場合は、各機能を 
別々のボタンに記憶させてください。 

-本機の U モコンに記憶させた他機の操作ち法について 
は、それぞれの取扱説明書をご覧< ださい。 

-本機および他機の U モコンの電池は新しいものをご使用 
ください。電池び消耗していると、学習操作びでさない 
ことびあります。 

記憶内容を消去ずるち法については、次ページをご覧<ださ 
い。 


リモ n ンを使ラ 
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他機のリモコンか5学習させる 



SEND/LEARN 

インジケーター 


MODE ポタン 


ENTER 


記憶させたコードを消去する 


消去でさるのは学習されたコードのみです。あらかじめプ U 
セツトされているコードを消すことはでさません。 

1.消去したいボタンのある M ODE ボタンを巧しなび S 、 
ENTER ボタンを巧し、指を離ず 

MODE ボタンを巧すと SEND/LEARN インジケーターび 
点灯し、 ENTER ボタンを押すと消えます。 SEND/ 
LEARN インジケーターび消えてから、指を離してくだ 
さい。指を離すと、 SEND/LEARN び再び点灯しまず。 

吕.消去したいボタンを巧して、指を離ず 

ボタンを押すと SEN □ん EARN インジケーターび消え、 
指を離すと再び点灯します。 

3. 消したいボタンをち5—度巧して、指を離ず 

SEND/LEARN インジケーターびゆっくり2回点滅しま 
す。 


ごを意 


操作の途中で、30砂しソ上ボタン操作をしなかつたとをは、 
SEND/ に ARN インジケーターび3回すばやく点滅し、消去 
モードび解除されます。そのときは、手順1から操作してく 
ださい。 



SEND/LEARN 

インジケーター 


MODE ポタン 


ENTER 


ある MODE ボタンに登録したすべてのボタンのコー 
ドをまとめて消去する 


1. 消去したい MODE ボタンを巧しなび6、 ENTER ボタン 
を2回巧し、指を離ず 


MODE ボタンを押すと SEND/LEARN インジケーターび 
点灯し、 ENTER ボタンを押すと消えます。 SEND/ 
LEARN インジケーターび消えてから、指を離してくだ 
さい。指を離すと、 SEND/LEARN び2回ゆっくり点滅 
したあと、再び点なします。 

吕.消したし WODE ボタンをもう一度巧して、指を離ず 

指を離すと、 SEND/LEARN インジケーターび2回ゆっ 
くり点滅します。これで消去び完了し、元の状態に戻り 
ます。 


ごミ主意 


-操作の途中で、30砂 L ソ上ボタン操作をしなかったとさ 
は、 SEND/LEARN インジケーターび3回ずばやく点滅 
し、消去モードび解除されます。そのとさは、手順1か 
ら操作してください。 

-操作を間違ったとさは、 SEND/LEARN インジケーター 
び 3 回すばや < 点滅し、 消去モードび解除されます。そ 
のときは、手順1から操作してくださし、。 

.MODE ボタンへの登録ボタンの数びをいとさは、手順2 
で、 SEN □ん EARN インジケーターび最長で20砂間点 
灯し続けることびありますび、故障ではありません。 
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マク□機能を使う 


マク□機能とは？ 

連続した操作（最大1日操作）を|」モコンの]つのボタンに 
記憶させることのできる機能です。たとえば、 CD プレー 
ヤーで演奏するには、なのよラな操作び必要になります。 

1. RCVR MODE ボタンを巧す 

2. ON を巧す 

3. 入力切り換え部の CD ボタンを巧ず 

4. CD MODE ボタンを巧ず 

5. 再生 (た) ボタンを巧ず 


マク□モード1、吕を学習させる 


マクロ機能を使ラと、 MA 巳 R0 ボタンを押ずだけで、ひとつ 
なびりの操作をすることびできます。マクロ機能では、記憶 
させることのでさるマク〇は1とおりのみです。たとえば、 
左の操作を MACRO ボタンに記憶させるには、なのよラに操 
作します。 

1. を望の MODE ボタンに D MODE ボタン）を巧しなが 
S 、 MACRO 1(または 2) ボタンを巧し、指を離ず 

CD MODE ボタンを押すと SEND/LEARN インジケーター 
び点灯し、 CD MODE ボタンび緑色に点なします。 
MACRO ボタンを押ずと、 SEND/LEARN インジケーター 
び消え、 指を離すと再び点なしまず。 


マク□機能を使ラと、上記の已つの操作を、1つのボタン操 
作で行ラことびでさます。 



ヒン 


. マク□に記憶させたあとで、その中の操作ボタンを消去 
したり、別の信号を記憶させた場合は、その操作ボタン 
は働かなくなります。このよラな場合は誤動作を防ぐた 
め、再度マクロ学習をさせ直してください。 

-マク□信号は、0.已秒間隔で次々に送信されます。その 
ため操作する機器によってはひとつの動作び0.巳砂で売 
了せず、次の信号び読み取れない場合びあります。この 
よラな時は、マクロを記憶させるとさに連続したボタン 
操作の間でそのMODEボタンを押すと、約1砂の間隔を 
さらにあけることびでをます。 


2. 記憶させたい操作ボタンを、操作順に連続して巧ず 
(RCVR MODE 一 ON 一 CD (INPUT SELECTOR ) - 
CD MODE 一〇) 

各ボタンを押すたびに、 SEND/LEARN インジケーター 
び消え、 指を離すと再び点なします。 


3. MACRO 1(または 2) ボタンを巧して終了する 

SEND/LEARN インジケーターび2回ゆっくり点滅しま 
ず。 


4. マク□を実行して、正しく記憶されたかを確かめる 


ご注意 


-連続して記憶できるボタン操作は16個までです。17個 
目を記憶させようとしてを16個までで終了します。 

-操作の途中で、30砂！;!上ボタン操作をしなかったとき 
は、 SEND/LEARN インジケーターび3回すばやく点滅 
し、記憶モードび解除されます。そのときは、手順1か 
ら操作してください。 

. 操作を間違ったとさは、 SEND/LEARN インジケーター 
び3回すばやく点滅し、記憶モードび解除されます。そ 
のときは、手順1から操作してくださし、。 


マク□を実行する 


1」モコンに記憶させたマク□を実行ずるには、下記のよラに 
操作します。新しいマク□を記憶させたとさは、必ず一度実 
行してみて、正しく動作することをお認してください。 

U モコンを本機の U モコン受光部に向けて、 MACRO ! (ま 
たは 2) ボタンを巧す 

マク□を転送し終えるまで時間びかかる場合びありますの 
で、 SEND/LEARN インジケーターび消えるまで、 U モコ 
ンを U モコン受光部に向けておいてください。 


广 


U 

モ 

□ 

ン 

を 

使 

ラ 
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マク□機能を使ラ 


MACRO 



SEND/LEARN 

インジケーター 


MACRO 2 

MODE ボタン 


ENTER 


MACRO ボタンに記憶させたマク□を消去ずる 


1. MODE ボタンのいずれかを巧しなび6、 MACR 01 (ま 
たは 2) ボタンを巧し、指を離ず 

M 日 DE ボタンを押すと、 MODE ボタンが緑色に点灯し、 
SEND / LEARN インジケーターが点灯します 。 MACRO 
ボタンを巧すと SEND / LEARN インジケーターが消え、 
指を離すと1回だけ点滅します。 

2. MACRO 1(または 2) ボタンをもラー度巧ず 

指を離すと、 SEND / LEARN インジケーターが2回ゆつ 
くり点滅します。これで MACR 日ボタンのマク□は消去 
されます。 


ごミ主意 


-操作の途中で、30砂け上ボタン操作をしなかったとさ 
は、 SEND / LEARN インジケーターび3回ずばやく点滅 
し、消去モードび解除されます。そのとさは、手順1か 
ら操作してください。 

. 手順2で MACRO けかのボタンを押すと、新しいマクロ 
として上書きされてしまいます。 



SEND/LEARN 

インジケーター 

STANDBY 


ENTER 


リモコンコードとマク□をすベてミ肖去する 


この操作を行ラと、 U モコンに記憶させたすべてのコードと 
マク□び消去され、 U モコンび初期設定の状態に戻ります。 
したびって、初期設定の U モコンでは効果はありません。 

1. 電池カバーを開け、電池を取り出ず 

吕. ON ボタンと STANDBY ボタンを同時に巧しなが5、電 
池を正しく入れ、ボタンか S 指を離ず 

SEND /1_ EARN インジケーターびゆっくり点滅しまず。 

3. ENTER ボタンを巧す 

SEND / LEARN インジケーターび約10秒間点口してか 
ら、消えます。 

U モコンに記憶させたすべてのコードとマク□び消去され、 

U モコンび工場出荷時の状態に戻ります。 



-手順2から手順3へは、すばやく操作してください。手順 
2の状態でそのままにしておくと、電池び消耗してしま 
います。 

. 手順3で ENTERL が1のボタンを押すと、消'去は実行され 
ません。その場合は、手順1から操作しなおしてくださ 
い。 
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マク□機能を使ラ 



U モ n ンを使ラ 




面 





故障？と思ったとさは 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因びある場合をあります。他機の取扱説明書も参照しなびらあわせて 
ご確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検しても正常に動作しないときは、電源コードをコンセントから巧き、お買い上げ店、またはオン 
キヨーサービスステーションまでご連絡ください。その際に「お名前」「おところ」「電話ま号」「製品名 （ TX - SA 已 00) 」 
と「故障または異常の内容」をできるだけ詳しくお知らせください。 



症状 

原因 

処置 

参照ページ 


♦ 電源が入らない。 

♦ 電源プラグが巧けている。 

♦ 電源プラグをコンセントにしっかりと差し込ん 
で < ださい。 

2扫 



♦ が部ノイズび本機内部のマイク□コ 
ンピューターに影響した。 

♦ 電源を一度切り、已秒 L ん L たってか5再度電源 
を入れてください。 

吕扫 


♦ 電源は入るび、音が出 
ない。 

♦ SiL - ティングび働いている。 

♦ U モコンの MUTING ボタンを巧して MUTING 
表示を消して < ださし、。 

34 

電 


♦ ピンコードやスピーカーコードの接 
続び正しくない。 

♦ ちラー度接続を確認してください。プラグやコ 
ード類はしっか0と接続してください。 

18-27 

源 


♦ 入力切り換えび演奏したいソースに 
なっていない。 

♦ 入力切0換えで演奏したいソースを選んでくだ 
さい。 

33 



♦ へッドホンを接続している。 

♦ 音量を下げてからへッドホンをはずしてくださ 
い。 

— 


♦ ふいに電源び切れ、電 
源を入れ直してもまた 
切れた。 

♦ アンプ保護回路び作動した。 

♦ ただちに電源コードをコンセントか5巧さ、お 
買い上げ店もしくはオンキヨーサービスステー 
ションにご連絡ください。 



♦ センタースピーカーの 
音びかさい、または音 

♦ スピーカーコードび接続されてし、な 
い。 

♦ アンプとの接続を確認してくださし、。 

27 


び出ない。 

♦ IJ スニングモードによってセン 
夕ースピーカーか5の音の出方が 
異なる。 

♦ U スニングモードによって、センタースピー 
カーか5の音の出方び異なります。 




♦ センタースピーカーの設定び 
「 None 」 になっている。 

♦センタースピーカーを接続しているときは、セ 
ンタースピーカーを [ LargeJ または TSmall 」 

に設定してください。 

吕9 



♦ センタースピーカーの音量び正し< 
調整されていない。 

♦ センタースピーカーの音量を確認してくださ 
い。 

31 

ス 

ピ 

♦ ブーンといラ音や低音 
のノイズび聞こえる。 

♦ ピンコードびノイズの影響を受けて 
し、る。 

♦ ピンコードを動かしてみて、ノイズがいちばん 
かさくなるところに固定してください。 

— 

1 

力 

1 

♦ 耳障0な雑音や引っ搔 
き音び聞こえる。また 
は、高音域び明瞭に聞 
こえなし、。 

♦ 高音域び強すぎる。 

参 rAudio Adjust 」 で 「 Treble 」 を下げてくだ 
さい。 

44 


♦ サブウーファーか5音 
びでなし、。 

♦サブウーファーの設定び「 N 0」に 
なっている。 

♦ スピーカー設定を確認してくださし、。 

29 


♦ サブウーファーの音び 
ルさい。 

♦ サブウーファーのレベルびルさし、。 

♦ 適正なレベルにしてくださし、。 

31 


♦ 希望の映像び出てこ 
ない。 

♦ 接続び正し < ない。 

♦ ちラー度接続を確認してください。プラグや 
コード類はしっかりと接続してください。 

20〜吕3 


♦ 日 S □画面表示び出な 

♦ 接続び不完全。 

♦ 接続を確認してください。 

23 


い。 

• 日 SD 画面表示は MONITOR OUT 
VIDE 日または S VIDE 日に接続した 
場合に使用できます。 

♦ 接続を確認してください。 

23 

声 

と 


• 日 S □画面表示の出力先の設定び実際 
の接続と合っていない。 

♦ モニターを接続している方の端子を出力先に 
選んで < ださし、。 

29 

映 

像 

♦ 映像と音青び違ラ。 

♦ 接続び間違っている。 

♦ 接続を確認してください。 

吕〇〜吕3 

♦ 音び聞こえない。選ん 
だ入力と違ラ音声び出 

参 「 Di 复 ital Input 」 の設定び正しく 
ない。 

♦ 設定を確認してください。 

40 


♦ テレビに映像げ出な 
い。 

♦ テレビの入力切0換えび正し<な 
い。 

♦ 正しい入力を選んで < ださし、。 

— 



♦ 映像コードの接続が不完全。 

♦ 正しく接続してください。 

吕3 



• COMPONENT VIDEO INPUT か 
5入った信号は COMPONENT 
VIDEO OUTPUT および D 4 出力端 
テにしか出力されません。 

♦ 入力信号と出力信号の接続を確認してくださ 
い。 

20〜23 


60 




故障？と思ったとさは 



症状 

原因 

処置 

参照ページ 


参本体のボタンで操作で 

♦ リモコンに電池び入っていない。 

♦ 乾電池を正しく入れてくださし、。 

9 


さるのに、 I 」モコン操 
作びでさない。 

♦ 電池び消耗している。 

♦ 新しい乾電池と交換してください。 

9 

U 

モ 

□ 

♦ リモコン操作びでさな 
い。 

♦ リモコンびリモコン受光部に向けら 
れていない。 

♦ リモコン受光部に向けて操作してください。 

9 

ン 


♦ リモコンを操作する位置び本機から 
離れ過ぎている。 

♦ 本機から日处内の場所か5操作してくださ 
い。 

9 



♦ RCVR モードになっていなし、。 

♦ RCVR M 日 DE ボタンを押してください。 

28 


♦ オーディオアジャスト 
のパラ六ーターげ設定 
でさない。 

♦ リスニングモードによっては設定 
でをないちのびお0ます。 

♦ 各項をご覧ください。 

44〜4己 


• LATE N に HT び働か 
ない。 

♦ 再生ソースびドルビーデジタルでな 
い。 

♦ ''DOLBY DIGITAL " 表示げ点灯しているこ 
とを確認してください。 

— 

そ 

の 

他 

♦ マルチチャンネル音青 
び出力されない。 

参入カソース DVD®「Input Setup 」 

の 「 Multichannel 」び 「 Yes 」 に 
なっていない。 

♦ 設定を確認してください。 

41 


♦ 入カソース DV □の AUDI 日 

SELECT 日 R び Multich になってし、 
ない。 

• AUDIO SELECTOR ボタンを押して 

Multich を選んでください。 
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♦ DVD プレーヤーの音青の接続び間 
迄っている。 

♦ 接続を確認してください。 

20-21 


参デジタルソースで、ソ 
フトによって音び出た 
り出なかった0する。 

♦ デジタル入力のフオーマツトび固定 
されているため、それじ(かのフオー 
マツトのときに音び聞こえない。 

参 「Input Setup 」 のの间 tal Format 」 を 
「 All 」 にしてください。 
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♦ DTS ソースや PCM 
ソースなど、デジタル 
ソースを再生するとノ 
イズび入った0出だし 
び切れたりする。 

♦ デジタルフオーマツトの設定で 
「 All 」 にしているとをに、ソースに 
よってはフオーマツト切り換えに時 
間びかかることびある。 

参 「Input Setup 」 の 「 Di 畳 ital Format 」 を 
各々のソースと同じフオーマツトにして再生 
してみて < ださい。 
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エラーメツセージー覧 


メッセージ 

意味 

"Not Available With Headphones Use 

へッドホンび接続されているため、操作はできません。 

"Not Available With Multichannel Use " 

マルチチャンネルを使用しているため、操作でさません。 

"Not Available In This Sp Config " 

現在のスピーカーコンフィグ設定では働きません。 

"Only Available With Dolby D " 

Dolby Di 資 ital 政外の設定はでさません。 

"Not Available in this Listening Mode " 

現在の1」スニングモードでは働さません。 

"Not Available with this signal " 

現在の入カソースでは、 IJ スニングモードび選べません。 

"Not Available with Muting " 

ミューティングびかかっているので操作できません。 


※サラウンドモードなどの設ををすべて初期（工場出荷時の設定内容）化したいとさは、電源を入れた状態で VIDEO ] ボタンを押 
したまま STANDBY / ON ボタンを押してください。表示部にで LEAR " と表示され、スタンバイ状態になります。 


製品の故障により正常に録音-録画できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保証対象にはな 
りませんので大事な録音-録画をずるとをには、あ S かじめ正しく録音-録画できることを確認の上、録音-録画を巧って 
<ださい。 

そ 

の 

他 
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仕様 


■アンプ（音声）部 

定格出力 

全てのチャンネル （2 チャンネル駆動時） 

8 Q 80 W (20 Hz - 20,000 Hz ) 

全高調波歪率： 0.08%1；|下 
目 Q 105 W ( l . OOOHz ) 

全高調波歪率： 0. 1%政下 

ダイナミックパワーにチャンネル駆動時） 

40 160 W 

混変調ひずみ率： 

定格出力時で0.08% 

1 W 出力時で日.08% 

ダンピングファクター： 80負荷時で目0 

入力感度/インピーダンス 

LINE 入力： 200 mV /47 kQ 

MULTI CHANNEL INPUT 

FRONT LEFT/CENTER/RIGHTv SURROUND 
LEFT/R に HT : 

20 日 mV /47 kQ 
SUBWOOFER : 3 目 mV /47 kO 
COAX (DIGITAL) : 0 .日 Vp-p/7 已〇 
DVD、VIDEO 1、2、3、 4 

VIDEO (コンポジット信号）：] Vp-p/7 已〇 
S VIDE 日 （Y 信号）： IVp-p/7 己 Q 
S VIDE 日 （C 信号） ：日 .28Vp-p/7 已〇 
COMPONENT/ (D4) VIDEO : 

]Vp-p/7 日 Q (Y) 

0.7 Vp-p/7 己 Q (Cr’C 巨） 

定格出力/インピーダンス 

REG OUT : 2 日日 mV / 470 Q 
PRE OUT : 1 V /470 Q 

VIDEO、MONITOR 

VIDE 日（コンポジット信号）：] Vp-p/7 已〇 
S VIDE 日 （Y 信号）： 1 Vp-p/7 己 Q 
S VIDE 日 （C 信号） ：日 .28VP-P/7 已〇 
COMPONENT/ (D4) VIDEO : 

]Vp-p/7 已 Q (Y) 

0.7 Vp-p/7 己 Q (Cr ，C 巨） 

周波数特性 

lOHz 〜100 kHz 、+ l /-3 dB ( CD 入力、ダイレクト 

モード） 

卜ーンコントロール 

BASS : ±12 d 目（己 OHz 時） 

TREBLE： ±12 dB (2 日，000 Hz 時） 

SN 比 （StereD 時） 

CD/TAPE: lOOdB (IHF A 、0 .己 V 入力時） 

ミユーティング： 一日日 d 目 


■ -般仕様 

使用電源： AC ] 00 V 、已 0/60 HZ 
消費電力： 220 W (電気用品ま全法技術基準） 

待機時電力：1 .9 W 

列お寸法： 43已（幅） XI 7已搞さ） X 431 .已澳行 ） mm 
質量：1 2. 1 kg 

■ リモコン RC -480 M 

ち式：ホが線 
信号到達距離：約已 m 

使用電池：単3型 (1.5 V ) 乾電ミ也2個 

《仕様およびが観は予告なく変更することびありまず。 
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ONKYO. 


オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買いずめの販売店へご依頼ください。 
万一お困りの場含には、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓口 


カスタマーセンター 


受付9:30〜17:30 (±日祝、轉社休日除く） 

■カタ□グのご請求、製品についてのご相談 

本 e-mail :ホームシアター/才ーデイオ製品 一 customer @ onkyo . co.jp 
マルチメディア製品 一 mmcadmin @ onkyo . co.jp 

本 TEL . :ナビダイヤル0570 -01-8111( 全国どこか目でも市内料金で通話いただけまず） 
または日72 - 831 - 8111 (携帯電話、 PHS か! 5) へどうぞ。 


ホ FAX . : 072 - 831- 8124 

* はがき：干 572- 8已40 

大阪府寝屋川巿曰新町2— 1 

オンキヨー株式会社カスタマーセンター行 


オンキヨー製品情報、 ユーサー 登録ホームぺーシへ 一 http :// www . onkvo . co.jp 

快適な才ーディオライフをお手伝い。ネットショップへ 一 http :// www . e - onkyo.com 


修理のご依頼は、取扱説明書の「故障かな？と思ったときは J または「故障？と思ったときは J の項目をご確認のうえ 
ご依頼ください。畦居されたり、蹈物でいただいたものの故障で、お困りの場合は、下記へご相談くだをい。 


北海道地区 


ネ申奈川地区 

札幌サービスステーション 

TEL 011 -747-6612 FAX 011 - 747 -661 9 
干001 -0028 ホし幌市化区化2 8ま西 5-1-28 I -- シン:!ヒ28をビル 


横浜サービスステーション 

TEL 045-322-9342 FAX 045-312-6 B 03 
干220 -0072 横お市西区浅間町 1-13 共なビル日 F 

青森•岩手•き城-秋田-山お-福島地区 


岐阜.詩岡.愛知.兰重地区 

仙台サービスステーション 

TEL 022-297-0571 FAX 022 - 257 -7330 
干984 - 0051 f 山台市若林区新寺4 - 9 -日第二丸昌ビル1 F 


名ち屋サービスステーション 

TEL 052-772- 1229 FAX 052 - 772 - 1331 
干46日-0013をち屋市名東区社 aiT 目1001番 

然城.お木地区 


富山-石"1 •福井•滋賀-京都-大阪•兵庫•奈良-和歌山地区 

宇都宮サービスステーション 

TEL 028- B 34-4307 FAX 028 - 634 -4308 
干32日-日831栃木県宇都宮市新町2 -7- 7 


大阪サービスセンター 

TEL 06-6 日 76-7 日20 FAX 06 -6576-7604 
〒日52 - 0013大阪市港区福崎3 T 目1蚕14 8号 

群馬-埼玉-新谓地区 


鳥取-島根•岡山•広島-山□(下関を除く)地区 

大宮サービスステーション 

TEL 048- B 51-8612 FAX 048-651 -9137 
干330 -0034 埼玉県さいたま市±呂町2 -29-2 高安ビル1 F 


広島サービスステーション 

TEL 082-262-3315 FAX 082 - 262 -6571 
干 732-0057 広島市東区二葉の里2 -8- 28 

千葉-東京 (23 区)地区 


徳島-香"1 • 愛媛-高知地区 

東京サービスセンター 

TEL 03-3861 -8121 FAX 03-38 B 1-8124 
干11 1-00 日4東京都台東区鳥越 1-2-3 八マスエビル 


高ホ公サービスステーション 

TEL 087-868-5 B 62 FAX 087- 868 -5672 
干760 -0079 高松市秘揮町44 -8 西原ビル 1 F 

東京 (23 区を除く）-山梨-長野地区 


山□(下関）•福岡•巧質•長崎-熊本•大分•宮崎-鹿旧島-沖縄地区 

八王子サービスステーション 

TEL 0426-32-8030 FAX 0426-36-9312 
干192 -091 4東京都八王子市片倉町358番地 


福岡サービスステーション 

TEL 092-418- 1357 FAX 092 - 418 - 1358 
干812 -0006 福岡市博を区上牟田 3-8- 19みなみビル202 


オン キヨーサービス 認定店（オン キヨー 製品の修埋を委託している サービス 認定店でず。） 


静岡サービス認定店 

TEL 0543-46-6 已02 FAX 0543-46-6 已02 
干4吕 4-00 巨3静岡県着水市能島171 -1 已 


熊本サービス認定店 

TEL 096-364-1 47己 FAX 0 9 6-3 64- 147己 
〒扫巨 2-0 曰70能本県熊本市渡鹿 7-1 已 -1 8 

北陸サービス認定店 


沖縄サービス認定店 

TEL 0776-吕 7-1 868 FAX 0776-吕 7-1 768 


TEL 0 98-8 7 6-白195 FAX 098-876-9 195 

〒目 10-000 1 福井県福井市大願寺3-已-目 


〒目01 -2 104沖縄県浦添市当山己已8番地の8 



キャッスルサイド浦添 1 〇吕号 

岡山サービス認定店 



TEL 0 8 6-2 74-5 840 FAX 0 8 6-2 74-已840 


干703 -8 吕71岡山県岡山市円山13 



吕〇曰 1年1 吕巧 現在 お客様相談窓□•修理窓 □の 名称、所在地、電話番号は変更になることがございま すので ご了承ください。 の 

SN293 已 S031G 佔 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上げ 
の際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ大切に保管 
して < ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■ 調子び悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われていまず。 

この取扱説明書をもラー度よくお読みいたださ、お調べくだ 
さい。本機(がの原因を考えられます。ご使用の他のオー 
ディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお異常の 
あるとをは、必ず電源プラグを抜いてから修理を依頼してく 
ださい。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常びをじたとをは、商品とな証書をご持参ご 
提示のうえ、お買い上げの販売店または、当社サービスス 
テーシヨンにご依頼ください。詳細は保証書をご覧くださ 
し、 


■修理を依頼されるとさは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 （ TX — 
SA 日 00) 」「故障または異常の内容」をでをるだけ詳しく 
お買い上げ店、または当社サービスステーションまでご連絡 
<ださい。 

■ 保証期間経過をの修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションにご相談く 
ださい。修理によって機能び維持でさる場合はお客様のご要 
望により有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の巧修用性能部品を製造打ち切り後最ほ8年間 
なちしています。この期間は経ミ斉産業省の指導によるをので 
す。性能部品とはその製品の機能を維持ずるために必要な部 
品です。な有期間経過後でも、故障箇所によっては修理可能 
の場合びありますのでお買い上げ店、または当社サービスス 
テーシヨ ンにご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

サービスを依頼されるとをなどに、お役に立ちまず。 

ご購入年月日:_ 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

Tty 巧-お i 巧ミ社 

本社大阪府寝屋り I 市日新町 2- 1干己 72-8 已40 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ先： 

お買い上げの販売店もしくはサービス網一賣表記載の最寄りのサービスステーシ ヨンへ お申し出ください。 
♦東京サービスセンター巧03 (3861) 8121 参大 阪サービスセンター巧06 (巨57巨）7620 


[ ONKVO I 

I HOMEPAGE I 
httD：//www.onkyo.co.jp/ 

D 0203-1 


SN 29343303 







